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（
任
期　

２
０
２
２
年
10
月
１
日
～
２
０
２
６
年
９
月
30
日
）

東
北
町
議
会
議
員
の
紹
介

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

東
北
町
議
会
議
長
　
　
　

岡
　
山
　
粕
　
男

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
町
政
並
び
に
町
議
会
に

対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
度
の
町
議
会
議

員
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、
10

月
６
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
の
皆
様
か
ら
東
北
町

議
会
、
第
７
代
の
議
長
に
ご
推

挙
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
私
自
身
、
限
り

な
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も

に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

議
長
と
し
て
公
正
で
円
滑
な

議
会
運
営
、
町
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
、
誠
心

誠
意
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
を
取
り
巻
く
諸

状
況
は
、
２
年
以
上
に
及
ぶ
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響

や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
世
界
情
勢
の
変
化

に
よ
る
影
響
、
更
に
は
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
問
題
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

解
決
に
向
け
て
町
議
会
に
寄
せ

る
町
民
の
皆
様
の
期
待
は
大
き

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
議
会

は
、
常
に
公
正
・
公
平
で
効
率

的
な
行
政
が
行
わ
れ
る
よ
う

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
で
あ
る
と

同
時
に
、
活
発
な
議
論
と
行
動

力
の
あ
る
町
議
会
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
厳
し
く
な
る

で
あ
ろ
う
財
政
状
況
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
活
力
と
魅
力
に
あ

ふ
れ
、
安
全
で
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
町
民
の
皆
様
の
一
致
し
た
願

い
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

そ
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
皆

様
と
と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。 

和　田　勇　人
副議長

斗　賀　高太郎大　崎　昭　子坂　本　直　大蛯　名　竜　也

沼　山　浩　幸

田　嶋　　　悟

沼　山　英　隆

蛯　澤　正　雄

瀬　川　武　春

甲　地　　　昇

市　川　俊　光

笹　倉　　　健

米　倉　俊　男

蛯　沢　正　紀
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議　長　　岡　山　粕　男	 （R４.10. ６選挙）
副議長　　和　田　勇　人	 （R４.10. ６選挙）

◎総務企画常任委員会
　（定数６人）� （R４.10. ６～）

委 員 長 沼　山　浩　幸

副委員長 蛯　名　竜　也

委　 員
瀬　川　武　春 岡　山　粕　男

甲　地　　　昇 蛯　沢　正　紀

◎原子燃料サイクル対策等特別委員会
� （R４.10. ６～）

委 員 長 蛯　名　竜　也

副委員長 市　川　俊　光

委 員
斗　賀　高太郎 沼　山　英　隆

瀬　川　武　春

◎産業建設常任委員会
　（定数５人）� （R４.10. ６～）

委 員 長 坂　本　直　大

副委員長 米　倉　俊　男

委　 員
斗　賀　高太郎 沼　山　英　隆

笹　倉　　　健

◎基地対策特別委員会
� （R４.10. ６～）

委 員 長 甲　地　　　昇

副委員長 蛯　澤　正　雄

委 員
沼　山　浩　幸 田　嶋　　　悟

米　倉　俊　男

◎教育民生常任委員会
　（定数５人）� （R４.10. ６～）

委 員 長 田　嶋　　　悟

副委員長 大　崎　昭　子

委 員
和　田　勇　人 市　川　俊　光

蛯　澤　正　雄

◎小川原湖環境保全対策特別委員会
� （R４.10. ６～）

委 員 長 蛯　沢　正　紀

副委員長 坂　本　直　大

委 員
大　崎　昭　子 和　田　勇　人

笹　倉　　　健

◎議会運営委員会
　（定数７人）� （R４.10. ６～）

委 員 長 笹　倉　　　健

副委員長 蛯　沢　正　紀

委 員

坂　本　直　大 沼　山　浩　幸

沼　山　英　隆 田　嶋　　　悟

甲　地　　　昇

◎議会広報特別委員会
� （R４.10. ６～）

委 員 長 和　田　勇　人

副委員長 大　崎　昭　子

委　 員
沼　山　浩　幸 坂　本　直　大

田　嶋　　　悟 斗　賀　高太郎

◎中部上北広域事業組合議会議員
� （R４.10. ６～）

定数４人
沼　山　浩　幸 瀬　川　武　春

笹　倉　　　健 蛯　沢　正　紀

◎上北地方教育・福祉事務組合議会議員
� （R４.10. ６～）

定数１人 大　崎　昭　子

東北町議会各種委員会所属議員名簿

◎監査委員� （R４.10. ６～）

定数１人 瀬　川　武　春

令和４年10月６日現在　
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◎
９
月
定
例
会

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
招
集
さ
れ
８
日
ま
で
の
８
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

９
月
１
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
（
委
員
長　

田
嶋
悟
議
員
、
副
委
員
長　

坂
本
直
大
議
員
）
し
、
９
月
７
日
に
各
会
計
８
件
が
慎
重
に
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
９
月
８
日
の
本
会
議
（
議
案
審
議
）
に
お
い
て
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
３
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

令和３年度歳入歳出決算額� （単位：円）

会　計　別 歳入決算額 歳出決算額 差引額
一 般 会 計 13,198,339,202 12,688,894,691 509,444,511
国民健康保険事業特別会計 2,141,444,610 2,104,159,957 37,284,653
後期高齢者医療特別会計 211,777,387 207,317,096 4,460,291
介 護 保 険 特 別 会 計 2,834,279,339 2,742,006,560 92,272,779
介護サービス事業特別会計 24,794,232 23,421,438 1,372,794
農業集落排水事業特別会計 100,230,007 99,478,867 751,140
公共下水道事業特別会計 652,899,521 644,776,280 8,123,241
上 水 道 事 業 会 計 482,988,152 437,273,036 45,715,116

健全化判断比率� （単位：％）

区　　　　分 令和３年度東北町の比率 国の示す早期健全化基準
①実質赤字比率 －  14.00
②連結実質赤字比率 －  19.00
③実質公債費比率 11.5  25.00
④将来負担比率 90.5 350.00

※�①～④のうち1つでも国の示す早期健全化基準を超えると、財政健全化計画の策
定等が義務付けられる。

　①実質赤字比率と、②連結実質赤字比率は黒字のため「－」で表示している。

資金不足比率� （単位：％）

区　　　　分 令和３年度東北町の比率 国の示す経営健全化基準

上水道事業会計、
農業集落排水事業特別会計、
公共下水道事業特別会計

－  20.0

※資金不足比率は、資金不足額が生じていないことから「－」と表示している。

健全化判断比率は基準値内

決算審査特別委員会
委 員 長　田　嶋　　　悟

決算審査特別委員会
副委員長　坂　本　直　大
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基金現在高の状況（運用基金は現金分）� （単位：千円）
前年度末現在高 決算年度末現在高 増　　減Ｒ２年度 Ｒ３年度

ふ る さ と 創 生 人 材 育 成 基 金 15,226 15,229 3
ふ る さ と 水 と 土 保 全 対 策 基 金 1,010 1,010 0
財 政 調 整 基 金 1,436,815 1,491,960 55,145
減 債 基 金 207,979 484,983 277,004
公 共 施 設 等 整 備 基 金 164,213 514,216 350,003
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 682 682 0
下 水 道 事 業 債 償 還 基 金 41,860 43,879 2,019
交 通 遺 児 基 金 111 111 0
学 校 林 売 払 基 金 803 803 0
合 併 振 興 基 金 467,673 388,746 △ 78,927
妊 婦 健 康 診 査 事 業 基 金 9,069 5,675 △ 3,394
幼 児 医 療 費 助 成 事 業 基 金 5,509 1,310 △ 4,199
小 学 生 医 療 費 助 成 事 業 基 金 19,114 1,619 △ 17,495
消 防 施 設 整 備 基 金 4,140 6,190 2,050
ふ る さ と 再 生 基 金 51,909 59,895 7,986
学 校 教 育 支 援 員 設 置 事 業 基 金 18,551 26,555 8,004
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 44,203 82,075 37,872
介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 118,195 189,548 71,353
土 地 開 発 基 金 245,307 245,308 1
奨 学 基 金 230,014 230,366 352
高 額 療 養 費 貸 付 基 金 5,000 5,000 0
肉 用 繁 殖 牛 特 別 導 入 事 業 基 金 8,448 8,448 0
農 業 集 落 排 水 事 業 債 償 還 基 金 2,777 2,778 1
任意インフルエンザ予防接種助成事業基金 26,058 25,815 △ 243
が ん 検 診 事 業 基 金 87,424 69,500 △ 17,924
学校給食費交付金給付事業基金 82,676 77,694 △ 4,982
森 林 環 境 整 備 基 金 18,739 33,759 15,020
電源立地地域対策交付金事業基金 － 5,484 5,484
過疎地域持続的発展特別事業基金 － 32,500 32,500

決
算
審
査
報
告
要
旨

　
　

東
北
町
代
表
監
査
委
員

�

　

洞　

内　
　
　

清

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
書
並
び
に
付
属
書
類

を
審
査
し
た
結
果
、
各
決
算
と
も

法
令
の
規
定
に
準
拠
し
て
作
成
さ

れ
て
お
り
、
計
数
は
正
確
で
あ
り
、

適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

調
書
に
基
づ
き
関
係
帳
簿
等
を
照

合
し
た
結
果
、
計
数
は
正
確
で
あ

り
、
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
は
、
そ
の
算
出

過
程
に
誤
り
は
な
か
っ
た
。
算
定

の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
は
、
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

令和３年度各会計決算8件を認定

地方債現在高の状況� （単位：千円）
前年度末現在高 決算年度末現在高 増　　減Ｒ２年度 Ｒ３年度

一 般 会 計 12,134,021 11,617,820 △ 516,201
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 543,105 496,697 △ 46,408
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,354,242 4,256,446 △ 97,796
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◎�

令
和
３
年
度
東
北
町
健
全
化
判

断
比
率

�

報
告
済

◎�

令
和
３
年
度
東
北
町
資
金
不
足

比
率

�

報
告
済

◎�

令
和
３
年
度
株
式
会
社
お
が
わ

ら
湖
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

�

報
告
済

◎�

令
和
３
年
度
青
森
県
新
産
業
都

市
建
設
事
業
団
特
定
事
業
及
び

特
定
事
業
以
外
の
事
業
の
決
算

報
告

�

報
告
済

◎�

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

　

賛
成
多
数
で
認
定
（
起
立
採
決

　

賛
成
12
、
反
対
１
）

◎�

令
和
３
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎�

令
和
３
年
度
上
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎�

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（�

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
）

・�

予
算
の
総
額
に
４
，
２
２
４
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

１
４
億
２
，
９
４
６
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
承
認

◎�

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・�

予
算
の
総
額
に
７
億
１
，
９
４

０
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
２
１
億
４
，
８
８
６
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
に
16
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
21
億
４
，
１

７
５
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
に
４
４
５
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
億

１
，
４
１
３
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
に
５
，
５
５
６
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
29

億
３
，
８
５
３
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・�
歳
入
予
算
の
一
般
会
計
繰
入
金

か
ら
１
３
７
万
１
千
円
を
減
額

し
、
同
額
を
繰
越
金
に
追
加
す

る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
に
４
，
６
７
５
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

億
５
，
２
９
９
万
１
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
に
４
６
９
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６
億
９
，
３

６
４
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・�

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎�

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎�

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎�

令
和
３
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

◎�

令
和
３
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

�

全
会
一
致
で
認
定

９
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
等
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蛯　澤　正　雄　議員

地
方
公
共
団
体
事
務
の

委
託
に
つ
い
て

質
問
一

①�

郵
便
局
で
取
扱
可
能
な
地

方
公
共
団
体
事
務
の
委
託

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

わ
が
町
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

分
庁
舎
利
用
利
便
性
改

善
に
つ
い
て

質
問
二

①�
６
月
の
一
般
質
問
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
未

来
館
利
用
が
不
便
解
消
に

時
間
が
必
要
と
回
答
し
て

い
た
が
、
い
つ
ま
で
に
解

消
で
き
る
か
伺
い
ま
す
。

東
北
町
内
共
通
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い

て 質
問
三

①�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

換
金
に
商
工
会
以
外
の
事

業
者
は
、
換
金
に
５
パ
ー

セ
ン
ト
を
徴
収
さ
れ
る
よ

う
だ
が
、
商
工
会
と
の
委

託
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

物
価
高
対
策
に
つ
い
て

質
問
四

①�

東
北
町
の
農
業
、
酪
農
、

畜
産
、
運
送
業
、
製
造
業

等
の
物
価
高
対
策
計
画
が

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

・
そ
れ
で
は
、
一
般
質
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
地
方
公
共
団
体
事

務
委
託
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と

で
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
地
方
創

生
推
進
部
が
２
０
２
１
年
12
月
に

地
方
公
共
団
体
事
務
の
抱
え
る
課

題
で
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
等
が
進
展
す
る
中
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
と
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
、
双
方
の
解
決
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
声
を
聞
い
て
、
地
方
公
共
団

体
事
務
の
受
託
範
囲
が
拡
大
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
事
務
は
、
戸
籍
謄

本
等
、
住
民
票
等
、
転
入
転
出
届

等
の
受
付
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
、

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
取
扱
い
が

可
能
と
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
我

が
町
は
委
託
し
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

　

２
点
目
は
、
分
庁
舎
利
用
利
便

性
改
善
に
つ
い
て
、
玄
関
に
消
毒

し
た
ス
リ
ッ
パ
、
靴
履
き
か
え
の

た
め
の
椅
子
等
の
改
善
を
図
っ
た

よ
う
で
す
が
、
６
月
の
一
般
質
問

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
未
来

館
の
不
便
解
消
に
時
間
が
必
要
と

回
答
し
て
い
た
が
、
い
つ
ま
で
に

解
消
で
き
る
か
伺
い
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
東
北
町
内
共
通
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
、
東

北
町
町
内
共
通
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
換
金
に
上
北
、
東
北
町
商
工

会
の
会
員
は
無
料
、
加
入
し
て
い

な
い
事
業
者
は
小
規
模
５
％
、
大

型
店
は
２
％
、
手
数
料
を
徴
収
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
東
北
町

と
上
北
商
工
会
と
の
委
託
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

４
点
目
は
、
物
価
高
対
策
に
つ

い
て
、
毎
日
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
事
業
者

の
負
担
軽
減
に
資
す
る
支
援
事
業

を
国
は
表
明
し
て
い
る
。
町
は
、

産
業
支
援
の
中
の
農
業
、
畜
産
、

酪
農
、
運
送
業
、
製
造
業
等
に
物

価
高
対
策
計
画
は
あ
る
の
か
。
こ

の
４
点
を
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

町　

長　

質
問
一

・�

実
施
し
て
い
る
市
町
村
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
理
的
に
市

役
所
あ
る
い
は
町
役
場
と
距

離
が
離
れ
て
い
る
地
区
の
郵

便
局
と
委
託
契
約
し
、
実
施

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
幸

い
に
も
当
町
は
郵
便
局
と
町

役
場
が
距
離
的
に
そ
れ
ほ
ど

離
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た

無
料
の
町
民
バ
ス
も
町
内
全

域
へ
運
行
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
在
当
町
で
は
郵

便
局
へ
の
事
務
の
委
託
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

質
問
二

・�

分
庁
舎
の
機
能
移
転
を
し

て
、
約
６
か
月
が
た
と
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
職
員
も
町

民
の
皆
様
方
か
ら
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
こ

の
施
設
を
町
民
の
皆
様
方
に

使
い
や
す
い
場
所
、
居
心
地

が
よ
く
、
安
心
し
て
利
用
で

き
る
場
所
と
し
て
提
供
で
き
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る
か
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
つ

い
て
現
在
も
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
不
便
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
分
庁
舎
機
能
移
転
後
、

現
在
に
至
る
ま
で
町
民
の
声

や
ご
意
見
箱
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
と
町
民
の
皆
様
か
ら
意
見

な
ど
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
声
が

届
い
て
こ
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
機
能

を
移
転
し
半
年
が
経
過
す
る

９
月
以
降
、
再
度
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
町

民
の
皆
様
が
不
便
を
感
じ
て

い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

そ
の
声
を
ご
意
見
箱
な
ど
に

よ
り
投
書
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

今
後
さ
ら
に
広
く
町
民
の
皆

様
方
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問
三

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
っ
て
地
域
経
済

が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
対

策
事
業
と
し
て
２
年
前
か
ら

40
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
を
展
開
し
、
さ

ら
に
は
町
民
の
皆
様
や
議
員

の
皆
様
方
の
ご
意
見
、
要
望

を
考
慮
し
、
利
用
地
域
や
購

入
対
象
者
の
拡
大
、
販
売

方
法
な
ど
、
毎
回
東
北
、
上

北
、
両
商
工
会
と
協
議
を
重

ね
た
上
で
、
改
善
で
き
る
こ

と
は
改
善
し
、
事
業
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
内
共
通
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

に
つ
い
て
は
、
両
商
工
会
よ

り
補
助
金
申
請
を
受
け
、
事

業
補
助
金
を
交
付
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
委
託
事

業
で
は
な
い
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
四

・�

農
業
、
酪
農
、
畜
産
業
に
関

し
て
は
、
肥
料
、
飼
料
価
格

等
の
高
騰
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
肥
料

に
関
し
て
は
先
日
農
林
水
産

省
よ
り
肥
料
価
格
高
騰
分
の

一
部
を
補
填
す
る
新
た
な
対

策
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
対
策
は
、
土
壌
診
断
や
堆

肥
、
緑
肥
の
活
用
な
ど
、
化

学
肥
料
の
低
減
に
向
け
た
取

組
が
要
件
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ
を

受
け
て
早
速
８
月
18
日
に
緑

肥
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
今
後
も
既
に

措
置
し
て
い
る
補
助
事
業
等

も
活
用
し
な
が
ら
、
一
人
で

も
多
く
の
農
業
者
が
こ
の
対

策
を
活
用
で
き
る
よ
う
後
押

し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

�　

飼
料
に
関
し
て
は
、
従
前

よ
り
農
林
水
産
省
の
配
合
飼

料
価
格
安
定
制
度
や
、
各
畜

種
ご
と
の
経
営
安
定
対
策
が

整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
政
府
与
党
部
会
に
お
い

て
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
国
の

動
き
を
よ
く
注
視
し
つ
つ
地

域
の
実
情
も
よ
く
踏
ま
え
な

が
ら
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

�　

運
送
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
８
月
８
日
受
付
の
青
森

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
上
十
三
地

区
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
及
び
原
油
価

格
高
騰
の
影
響
に
よ
り
存
亡

の
危
機
に
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
者
へ
の
経
営
安
定
化
に

資
す
る
要
望
書
が
届
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
隣
接
市
町
村

の
動
向
に
注
視
を
し
な
が

ら
、
暮
ら
し
と
経
済
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
機
能
を

果
た
せ
る
よ
う
に
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

�　

製
造
業
に
つ
い
て
は
、
佃

煮
製
造
業
者
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
が
、
佃
煮
製
造
業
者
は

主
に
卸
売
業
務
が
多
く
を
占

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
価
格

設
定
が
自
社
で
で
き
る
こ
と

を
鑑
み
、
現
在
の
と
こ
ろ
で

は
支
援
対
策
の
考
え
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

・
一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
１
の
地
方
公
共
団
体
事

務
の
委
託
に
つ
い
て
お
答
え
を
い

た
し
ま
す
。
質
問
要
旨
の
郵
便
局

で
取
扱
い
可
能
な
地
方
公
共
団
体

の
事
務
の
委
託
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
我
が
町
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
地

方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵

便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
特
定
の
事
務
を
地

方
公
共
団
体
が
指
定
し
た
郵
便
局

に
お
い
て
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
郵
便
局
で
取
り
扱

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
で
き
る

事
務
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
先
ほ
ど
蛯
澤
議
員
か
ら
も

お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
戸
籍
に

関
す
る
証
明
書
、
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
及
び
納
税

証
明
書
の
交
付
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

す
。
青
森
県
内
で
は
、
５
市
町
村

が
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
上
十

三
地
区
で
は
十
和
田
市
で
実
施
し

て
お
り
、
旧
十
和
田
湖
町
の
休
屋

地
区
に
あ
る
郵
便
局
と
委
託
契
約

を
締
結
し
、
実
施
し
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
実
施
し
て
い

る
市
町
村
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

理
的
に
市
役
所
あ
る
い
は
町
役
場

と
距
離
が
離
れ
て
い
る
地
区
の
郵

便
局
と
委
託
契
約
し
、
実
施
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
幸
い
に
も
当

町
は
郵
便
局
と
町
役
場
が
距
離
的

に
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
こ

と
、
ま
た
無
料
の
町
民
バ
ス
も
町

内
全
域
へ
運
行
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
在
当
町
で
は
郵
便
局

へ
の
事
務
の
委
託
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を
願
い
ま
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す
。

　

次
に
、
質
問
事
項
２
の
分
庁
舎

利
用
利
便
性
改
善
に
つ
い
て
お
答

え
を
い
た
し
ま
す
。
質
問
要
旨
の

６
月
の
一
般
質
問
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
未
来
館
利
用
が
不

便
解
消
に
時
間
が
必
要
と
回
答
し

て
い
た
が
、
い
つ
ま
で
に
解
消
で

き
る
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
分
庁
舎
の
機
能
移
転
に
伴

い
、
令
和
４
年
３
月
22
日
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

新
し
い
配
置
で
の
業
務
を
開
始
し

て
か
ら
約
６
か
月
が
た
と
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
職
員
も
町
民
の
皆

様
方
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
こ
の
施
設
を
町
民
の
皆
様
方
に

使
い
や
す
い
場
所
、
居
心
地
が
よ

く
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
場
所

と
し
て
提
供
で
き
る
か
、
例
え
ば

窓
口
業
務
で
の
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス

や
、
お
客
様
の
履
い
た
ス
リ
ッ
パ

の
消
毒
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
に

つ
い
て
現
在
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
不
便
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
前
回
の
６
月
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
蛯
澤
議
員
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況

で
不
便
を
感
じ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
と

い
う
趣
旨
の
内
容
の
ご
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
私
か

ら
は
、
今
後
さ
ら
に
広
く
町
民
の

皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
声
が
よ

り
大
き
く
な
り
、
不
便
を
さ
れ
る

方
々
が
大
変
多
い
と
す
る
な
ら

ば
、
改
善
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
た
め
、
時
間

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
様
子
を
見
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
旨
、
答

弁
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
質
問
要

旨
の
中
に
も
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る

不
便
解
消
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま

し
た
が
、
前
回
同
様
に
証
明
書
を

取
り
に
来
た
お
客
様
が
靴
を
脱
が

な
く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
入
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
利
用
に
お
け
る
防
衛
省
と
の

協
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３

年
11
月
に
一
時
転
用
の
使
用
許
可

の
承
認
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
内
容
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
東
北
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

共
用
施
設
及
び
東
北
町
中
央
公
民

館
を
一
時
的
に
転
用
し
、
庁
舎
の

事
務
室
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で

承
認
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
事
項
と
異
な
る
事

項
を
行
う
場
合
は
、
改
め
て
当
局

と
協
議
の
上
、
承
認
を
得
る
こ
と

と
承
認
条
件
を
付
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
許
可
条
件
の
詳
細
に
つ

い
て
令
和
４
年
６
月
に
再
度
問
合

せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
建
物
の
区
割

り
等
を
変
え
る
も
の
以
外
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
11
月
の
承
認
事

項
に
含
ま
れ
る
と
の
回
答
を
得
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
員
に

は
、
６
月
議
会
の
答
弁
に
お
い
て

も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

災
害
時
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
の

ほ
か
、
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
に
係
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
に
も
な
っ
て
い
る
な

ど
、
衛
生
面
に
お
い
て
の
管
理
も

特
に
大
切
な
施
設
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
と
し
て
多
方
面
か
ら
の
利

用
、
町
や
教
育
委
員
会
の
各
種
行

事
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、
分
庁
舎
機
能
移
転

後
、
現
在
に
至
る
ま
で
町
民
の
声

や
ご
意
見
箱
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と

町
民
の
皆
様
か
ら
意
見
な
ど
を
求

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
声
が
届
い
て
こ
な
い
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
機

能
を
移
転
し
半
年
が
経
過
す
る
９

月
以
降
、
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
し
、
ま
た
町
民
の
皆
様
が
不
便

を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
そ
の
声
を
ご
意
見
箱
な
ど
に

よ
り
投
書
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
い

た
し
ま
し
て
も
、
今
後
さ
ら
に
広

く
町
民
の
皆
様
方
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

次
に
、
質
問
事
項
３
の
東
北
町

内
共
通
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に

つ
い
て
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

質
問
要
旨
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
換
金
に
、
商
工
会
会
員
以
外

の
事
業
者
は
換
金
に
５
％
を
徴
収

さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
商
工
会
と
の

委
託
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
っ
て
地
域
経
済
が
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
経
済
対
策
事
業
と
し
て
２
年

前
か
ら
40
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
を
展
開
し
、
さ
ら

に
は
町
民
の
皆
様
や
議
員
の
皆

様
方
の
ご
意
見
、
要
望
を
考
慮

し
、
利
用
地
域
や
購
入
対
象
者
の

拡
大
、
販
売
方
法
な
ど
、
毎
回
東

北
、
上
北
、
両
商
工
会
と
協
議
を

重
ね
た
上
で
、
改
善
で
き
る
こ
と

は
改
善
し
、
事
業
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

内
共
通
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
に
つ
い
て
は
、
両
商
工
会

よ
り
補
助
金
申
請
を
受
け
、
事
業

補
助
金
を
交
付
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
委
託
事
業
で
は
な
い

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

次
に
、
質
問
事
項
４
の
物
価
高

対
策
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま

す
。
質
問
要
旨
の
東
北
町
の
農

業
、
酪
農
、
畜
産
、
運
送
業
、
製

造
業
等
の
物
価
高
対
策
計
画
が
あ

る
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
今
の
物
価
高
騰
は
あ
ら
ゆ
る
産

業
や
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
、

県
、
市
町
村
の
各
段
階
に
お
い
て

様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り

本
町
で
も
こ
れ
ま
で
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
独
自
に
各
種

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
現
在
に
お
い
て
も
国
、
県
、

市
町
村
の
各
行
政
機
関
が
さ
ら
な

る
対
策
を
検
討
す
る
中
に
お
い
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て
、
住
民
に
最
も
身
近
な
我
々
市

町
村
は
国
や
県
の
支
援
対
策
か
ら

外
れ
て
し
ま
う
人
が
い
な
い
か
を

よ
く
見
極
め
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
が
確
実
に
救
わ
れ
る
よ

う
現
場
の
実
態
に
即
し
た
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
例
え
ば
議
員
ご
指
摘
の

農
業
、
酪
農
、
畜
産
業
に
関
し
て

は
、
肥
料
、
飼
料
価
格
等
の
高
騰

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
肥
料
に
関
し
て
は
先
日
農

林
水
産
省
よ
り
肥
料
価
格
高
騰
分

の
一
部
を
補
填
す
る
新
た
な
対
策

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
対
策

は
、
土
壌
診
断
や
堆
肥
、
緑
肥
の

活
用
な
ど
、
化
学
肥
料
の
低
減
に

向
け
た
取
組
が
要
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ
を

受
け
て
早
速
８
月
18
日
に
緑
肥
に

関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
既
に
措
置
し
て
い
る

補
助
事
業
等
も
活
用
し
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
農
業
者
が
こ
の

対
策
を
活
用
で
き
る
よ
う
後
押
し

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
料

に
関
し
て
は
、
従
前
よ
り
農
林
水

産
省
の
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度

や
、
各
畜
種
ご
と
の
経
営
安
定
対

策
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
政
府
与
党
部
会
に
お
い
て
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て

い
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
国
の
動
き
を
よ
く
注
視
し

つ
つ
地
域
の
実
情
も
よ
く
踏
ま
え

な
が
ら
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
運
送
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
８
月
８
日
受
付
の
青
森
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
上
十
三
地
区
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
及
び
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
に

よ
り
存
亡
の
危
機
に
あ
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
者
へ
の
経
営
安
定
化
に

資
す
る
要
望
書
が
届
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
隣
接
市
町
村
の
動
向
に

注
視
を
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
と
経

済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
機

能
を
果
た
せ
る
よ
う
に
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
蛯
澤
議
員
が
質
問
し
て

お
ら
れ
ま
す
製
造
業
に
つ
い
て

は
、
佃
煮
製
造
業
者
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
が
、
佃
煮
製
造
業
者
は
主

に
卸
売
業
務
が
多
く
を
占
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
価
格
設
定
が
自
社

で
で
き
る
こ
と
を
鑑
み
、
現
在
の

と
こ
ろ
で
は
支
援
対
策
の
考
え
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

大　崎　昭　子　議員

東
北
町
テ
レ
ビ
に
つ
い

て 質
問
一

①�

世
間
で
は
テ
レ
ビ
番
組
や

Ｃ
Ｍ
に
字
幕
を
付
け
る
取

り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま

す
が
、
我
が
町
で
も
字
幕

を
付
け
る
取
り
組
み
を
す

す
め
る
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

②�

各
課
の
お
知
ら
せ
に
音
声

案
内
を
付
け
る
考
え
が
あ

る
の
か
、
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

③�
民
放
ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
視

聴
者
提
供
の
映
像
を
多
く

見
ま
す
が
、
我
が
町
で
も

町
民
か
ら
の
提
供
映
像
を

利
用
又
は
募
集
す
る
考
え

が
あ
る
の
か
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

④�

町
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広
報
と
比

較
す
る
と
情
報
量
が
少
な

く
更
新
が
遅
く
感
じ
ま
す

が
、
今
後
、
改
善
す
る
考

　

�

え
が
あ
る
の
か
、
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

・
我
が
町
に
は
、
町
の
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
東
北
町
テ
レ
ビ

が
あ
り
ま
す
。
東
北
町
テ
レ
ビ

は
、
各
課
の
最
新
の
お
知
ら
せ
、

イ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
と
い
っ
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
歴
史
、
教

育
、
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

な
ど
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

楽
し
め
る
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
放

送
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
東
北
町

テ
レ
ビ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

や
お
祭
り
が
中
止
に
な
り
、
番
組

制
作
に
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
東
北
町

テ
レ
ビ
か
ら
４
つ
質
問
い
た
し
ま

す
。

　

１
つ
目
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

お
う
ち
時
間
が
増
え
、
テ
レ
ビ
の

視
聴
時
間
が
長
く
な
り
、
番
組
の

在
り
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
よ
り
分
か
り
や
す
い
、
見
や

す
い
番
組
に
す
る
た
め
、
世
間
で

は
テ
レ
ビ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
に
字
幕
を

つ
け
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
我
が
東
北
町
で
も
東
北
町

テ
レ
ビ
に
字
幕
を
つ
け
る
取
組
を

進
め
る
考
え
が
あ
る
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

２
つ
目
と
し
て
、
現
在
東
北
町

テ
レ
ビ
で
は
、
静
止
画
像
に
よ
る

各
課
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
乗
せ
て
放
送
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
お
知
ら
せ
に
音
声
案

内
を
つ
け
る
考
え
が
あ
る
の
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
つ
目
と
し
て
、
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
事
件
、
事

故
、
各
地
の
話
題
に
個
人
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
視
聴

者
提
供
動
画
を
多
く
見
ま
す
。
つ

ま
り
は
、
視
聴
者
参
加
型
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
制
作
会
社
が
取
材

し
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

最
新
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
な
話
題
提

供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
我
が
町
で
も
今
後
東
北

町
テ
レ
ビ
に
町
民
か
ら
の
提
供
映

像
を
利
用
ま
た
は
募
集
す
る
考
え

が
あ
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

４
つ
目
と
し
て
、
東
北
町
テ
レ

ビ
は
、
町
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広
報
と
比

較
す
る
と
情
報
量
が
少
な
く
、
更

新
が
遅
く
感
じ
ま
す
。
今
後
、
改

善
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
以
上
４
点
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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答　

弁

　

町　

長　

質
問
一

－

①

・�

現
在
の
番
組
に
お
い
て
一
部

の
番
組
で
は
字
幕
を
つ
け
て

放
送
し
て
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き

字
幕
を
つ
け
る
な
ど
、
視
聴

し
や
す
い
番
組
制
作
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

質
問
一

－

②

・�

現
在
は
各
課
か
ら
の
お
知
ら

せ
に
つ
い
て
は
音
声
案
内
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

は
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
内

容
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
音
声
案
内

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問
一

－

③

・�

現
在
は
町
民
か
ら
の
映
像
提

供
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
民
か
ら
の
映
像
を
そ
の
ま

ま
放
映
す
る
こ
と
に
問
題
が

な
い
か
な
ど
、
確
認
の
上
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問
一

－

④

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な

ど
の
写
真
で
お
伝
え
で
き
な

い
こ
と
を
動
画
に
て
情
報
発

信
す
る
た
め
、
多
少
時
間
を

要
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
情

報
量
、
更
新
頻
度
が
少
な
い

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

は
、
で
き
る
だ
け
情
報
量
更

新
の
頻
度
を
高
め
る
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
東
北
町
テ
レ
ビ

の
放
送
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
皆
様
に
よ
り
一
層
視
聴
し

や
す
い
番
組
制
作
に
努
め
、

町
の
魅
力
や
多
彩
な
動
画
配

信
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

・
一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
１
の
東
北
町
テ
レ
ビ
に

つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
ま

ず
、
東
北
町
テ
レ
ビ
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
東
北
町
地

域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
よ

り
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
町

内
各
家
庭
に
配
信
し
、
平
成
23
年

デ
ジ
タ
ル
共
同
受
信
と
し
て
供
用

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
共
同
受
信
の
放
送
に
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
、
Ｂ
Ｓ
放
送
、
東

北
町
テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き
ま
す
。

特
に
東
北
町
テ
レ
ビ
は
、
自
主
放

送
番
組
を
放
映
し
、
動
画
に
よ
り

放
送
す
る
番
組
で
す
。
主
に
「
議

会
放
送
」、「
町
長
か
ら
の
お
知
ら

せ
」、「
東
北
町
テ
レ
ビ
で
英
語
を

学
ぼ
う
」、「
東
北
町
桜
映
像
」、

「
ま
る
ご
と
東
北
ク
ッ
キ
ン
グ
」

な
ど
、
様
々
な
題
材
、
内
容
の
も

の
を
放
送
し
て
お
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
東
北
町
Ｐ
Ｒ
動
画
配
信
を

開
始
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
町
公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
町
内
飲
食
店
の

グ
ル
メ
番
組
風
Ｐ
Ｒ
動
画
、「
真

子
の
ま
ん
ぷ
く
東
北
」
の
配
信
を

新
し
く
始
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

質
問
要
旨
の
１
点
目
、
世
間
で

は
、
テ
レ
ビ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
に
字
幕

を
つ
け
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
我
が
町
で
も
字
幕
を
つ
け
る

取
組
を
進
め
る
考
え
が
あ
る
の
か

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
番
組
に
お
い
て
一
部
の
番
組
で

は
字
幕
を
つ
け
て
放
送
し
て
い
る

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
字
幕
を
つ
け
る
な
ど
、
視

聴
し
や
す
い
番
組
制
作
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

続
い
て
、
２
点
目
の
各
課
の
お

知
ら
せ
に
音
声
案
内
を
つ
け
る
考

え
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
現
在
は
各
課
か
ら
の
お

知
ら
せ
に
つ
い
て
は
音
声
案
内
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
各

課
か
ら
の
お
知
ら
せ
内
容
を
し
っ

か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
音
声
案
内
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

続
い
て
、
３
点
目
の
民
法

ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
、
視
聴
者
提
供

の
映
像
を
多
く
見
ま
す
が
、
我
が

町
で
も
町
民
か
ら
の
提
供
映
像
を

利
用
ま
た
は
募
集
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
現
在
は
町
民
か
ら
の
映
像
提

供
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
町
民

か
ら
の
映
像
を
そ
の
ま
ま
放
映
す

る
こ
と
に
問
題
が
な
い
か
な
ど
、

確
認
の
上
、
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

続
い
て
、
４
点
目
の
町
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
広
報
と
比
較
す
る
と
、
情
報

量
が
少
な
く
、
更
新
が
遅
く
感
じ

ま
す
が
、
今
後
改
善
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な

ど
の
写
真
で
お
伝
え
で
き
な
い
こ

と
を
動
画
に
て
情
報
発
信
す
る
た

め
、
多
少
時
間
を
要
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
情
報
量
、
更
新
頻
度
が

少
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
は
、
で
き
る
だ
け
情
報
量
更
新

の
頻
度
を
高
め
る
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
北
町
テ
レ
ビ
の
放
送
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
に
よ
り
一
層
視

聴
し
や
す
い
番
組
制
作
に
努
め
、

町
の
魅
力
や
多
彩
な
動
画
配
信
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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市　川　俊　光　議員

小
川
原
通
跨
線
橋
の
通

行
止
め
に
か
か
わ
る
問

題
に
つ
い
て

質
問
一

①�

小
川
原
通
跨
線
橋
の
架
け

替
え
に
つ
い
て
進
捗
状
況

を
問
う
。

②�

小
川
原
通
跨
線
橋
の
通
行

止
め
に
か
か
わ
っ
て
防
災

対
応
を
問
う
。

③�

迂
回
路
の
案
内
に
つ
い
て
、

改
善
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

水
害
対
策
に
つ
い
て

質
問
二

①�

町
内
に
、
大
雨
に
よ
っ
て

冠
水
す
る
地
域
が
あ
る
が
、

気
候
危
機
が
進
む
な
か
被

害
を
防
ぐ
対
策
が
必
要
と

考
え
る
。
町
の
取
り
組
み

を
問
う
。

町
営
住
宅
の
住
環
境
の

改
善
に
つ
い
て

質
問
三

①�

温
暖
化
が
進
む
な
か
、
熱

中
症
対
策
と
し
て
適
切
な

エ
ア
コ
ン
の
利
用
が
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
る
。
町
営

住
宅
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。

物
価
高
騰
対
策
、
家
計

支
援
策
に
つ
い
て

質
問
四

①�

物
価
高
騰
に
よ
り
町
民
の

家
計
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
の
家
計
支
援
策

を
問
う
。

②�

全
国
の
自
治
体
の
中
で
も
、

わ
が
町
の
介
護
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
税
は
住
民

負
担
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。

負
担
軽
減
を
す
す
め
る
考

え
は
あ
る
か
。

③�

灯
油
購
入
へ
の
助
成
に
つ

い
て
、
今
年
の
冬
は
対
象

を
広
げ
て
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

交
通
網
の
改
善
に
つ
い

て 質
問
五

①�

町
外
の
高
校
や
医
療
機
関

へ
の
通
学
・
通
院
に
つ
い

て
、
交
通
機
関
の
脆
弱
さ

や
住
民
負
担
の
大
き
さ
が

わ
が
町
の
住
み
づ
ら
さ
に

な
っ
て
い
る
。
改
善
へ
の

取
り
組
み
を
問
う
。

・
最
初
に
、
小
川
原
通
跨
線
橋
の

通
行
止
め
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ

い
て
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

　

小
川
原
通
跨
線
橋
が
使
用
中
止

と
な
り
、
線
路
を
挟
ん
だ
両
側
か

ら
の
通
行
が
で
き
な
く
な
っ
て
間

も
な
く
９
か
月
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
小
川
原
集
落
の
住
民
か

ら
は
、「
橋
の
向
こ
う
側
と
の
行

き
来
が
少
な
く
な
っ
て
活
気
が
な

く
な
っ
た
」
と
か
、「
墓
参
り
に

行
く
の
が
大
変
」
な
ど
と
い
う
、

橋
を
通
れ
な
い
不
便
さ
を
嘆
く
声

が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
小
川
原
通

跨
線
橋
の
通
行
止
め
に
関
わ
る
問

題
に
つ
い
て
、
３
点
質
問
を
い
た

し
ま
す
。

　

１
点
目
、
今
年
度
、
町
は
小
川

原
通
跨
線
橋
を
架
け
替
え
る
た
め

の
詳
細
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
跨

線
橋
架
け
替
え
の
た
め
の
事
業
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
点
目
、
小
川
原
通
跨
線
橋
通

行
止
め
に
伴
っ
て
、
住
民
は
様
々

な
不
便
や
負
担
を
日
々
甘
受
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
通
行
止
め
の
間
に
発
生
す
る

災
害
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う

な
対
処
方
針
を
持
っ
て
い
ま
す

か
。
跨
線
橋
通
行
止
め
に
関
わ
る

防
災
対
応
の
方
針
に
つ
い
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。

　

３
点
目
、
小
川
原
通
跨
線
橋
の

通
行
止
め
に
伴
っ
て
、
町
は
迂
回

の
案
内
板
を
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
道
に
迷
う
車
が
続
出
す
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
迂
回
路
の

案
内
表
示
に
つ
い
て
改
善
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
改
善
す

る
お
考
え
が
あ
る
の
か
お
答
え
く

だ
さ
い
。

　

次
に
、
水
害
対
策
に
つ
い
て
質

問
を
い
た
し
ま
す
。
年
々
進
む
地

球
温
暖
化
が
気
候
変
動
を
引
起

し
、
各
地
で
大
災
害
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
県
内
で
も
今
年
８
月
の

大
雨
で
鰺
ケ
沢
町
で
川
が
氾
濫
し

て
、
１
０
０
棟
以
上
の
住
宅
が
浸

水
し
た
り
、
弘
前
市
の
リ
ン
ゴ

園
が
水
没
し
た
こ
と
が
報
じ
ら

れ
、
我
が
町
で
も
甚
大
な
大
雨
被

害
が
起
こ
り
得
る
危
険
を
身
近
に

感
じ
て
い
ま
す
。
我
が
町
の
水
害

対
策
に
つ
い
て
、
１
点
お
尋
ね
し

ま
す
。
我
が
町
の
町
内
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
大
雨
に
よ
っ
て
道
路
や

耕
作
地
が
冠
水
す
る
地
域
が
幾
つ

か
存
在
し
ま
す
。
気
候
危
機
が
進

む
中
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
に
対
し

て
、
未
然
に
被
害
を
防
ぐ
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
町
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の

か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

３
つ
目
の
質
問
は
、
町
営
住
宅

の
住
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
で

す
。
気
候
の
温
暖
化
は
、
私
た
ち

の
日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
こ
の
地
方
で
は
、
夏

に
気
温
が
30
度
を
超
え
る
日
は
珍

し
い
こ
と
で
し
た
が
、
近
年
で
は

真
夏
日
が
何
日
も
続
く
こ
と
が
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
の
時
期
に

は
、
適
切
な
暑
さ
対
策
が
欠
か
せ

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
町
営
住
宅
の
住
環
境
の
改

善
に
つ
い
て
、
１
点
お
尋
ね
し
ま

す
。
気
候
の
温
暖
化
が
進
む
中
、
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夏
に
は
熱
中
症
対
策
と
し
て
適
切

に
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
が

町
の
町
営
住
宅
に
お
住
み
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、
町
営
住
宅
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
を
望
む
声
が
聞
こ
え

ま
す
。
町
と
し
て
町
営
住
宅
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い

の
か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

４
つ
目
の
質
問
は
、
物
価
高
騰

対
策
、
家
計
支
援
策
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
今
年
に
入
り
、
値
上

げ
の
春
、
値
上
げ
の
夏
、
値
上
げ

の
秋
と
言
わ
れ
続
け
、
物
価
の
上

昇
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま

せ
ん
。
値
上
げ
品
目
は
、
２
万
品

目
を
超
え
、
値
上
げ
に
よ
る
家
計

支
出
の
増
は
、
１
世
帯
当
た
り
月

平
均
約
１
万
５
，
０
０
０
円
か
ら

数
万
円
に
も
及
ぶ
と
い
う
調
査
も

あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
物
価
高
騰

対
策
、
家
計
支
援
策
に
つ
い
て
、

３
点
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

１
点
目
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
な

い
物
価
高
騰
が
起
こ
り
、
家
計
を

厳
し
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
、
家
計
支
援
策
を
大
胆
に
実

施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
の

か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

２
点
目
、
介
護
保
険
料
や
国
民

健
康
保
険
税
の
住
民
負
担
額
は
、

各
自
治
体
に
よ
っ
て
違
い
ま
す

が
、
全
国
の
自
治
体
の
中
で
も
負

担
が
大
き
い
と
さ
れ
る
我
が
町
で

は
、
物
価
高
騰
は
よ
り
厳
し
く
、

暮
ら
し
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
、
保
険
料
、
保

険
税
の
住
民
負
担
軽
減
に
取
り
組

む
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
ご
見

解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
点
目
、
燃
油
代
の
高
騰
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
冬
の
足
音
が
近

づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨
年
度

は
、
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
灯
油

購
入
へ
の
助
成
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
物
価
高
騰
も
進
む
中
、

よ
り
幅
広
く
対
象
を
広
げ
た
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今

年
度
灯
油
高
騰
へ
の
助
成
事
業
を

よ
り
多
く
の
町
民
が
対
象
と
な
る

よ
う
、
対
象
者
を
広
げ
て
実
施
す

る
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
お
答

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
後
の
質
問
は
、
交
通
網
の
改

善
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
我
が

町
の
町
民
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
近
隣
の
市
や
町
ま
で
行
か
な
け

れ
ば
暮
ら
し
の
用
を
足
せ
な
い
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
の
縮
小
や
廃
止
が
進
行

し
て
い
ま
す
が
、
交
通
弱
者
と
言

わ
れ
る
子
供
や
お
年
寄
り
に
と
っ

て
も
、
そ
の
家
族
に
と
っ
て
も
、

近
隣
自
治
体
と
の
交
通
の
不
便
や

負
担
は
、
こ
の
町
の
住
み
づ
ら
さ

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
交
通
網
の
改
善

に
つ
い
て
、
１
点
、
町
の
お
考
え

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
我
が
町
で

は
、
高
等
学
校
へ
の
通
学
や
、
町

内
の
医
療
機
関
に
な
い
診
療
科
へ

の
通
院
の
た
め
に
は
、
必
ず
町
外

へ
通
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
高
校

へ
の
通
学
も
病
院
へ
の
通
院
も
、

町
の
中
で
済
ま
せ
ら
れ
る
自
治
体

に
は
な
い
負
担
が
我
が
町
の
町
民

に
は
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
公
共
交

通
機
関
の
縮
小
や
廃
止
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
不
便
さ
や
負
担
に
拍

車
を
か
け
て
い
ま
す
。
高
校
へ
の

通
学
や
町
外
の
医
療
機
関
へ
の
通

院
が
我
が
町
の
住
み
づ
ら
さ
に
な

ら
な
い
よ
う
、
改
善
に
取
り
組
む

お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
ご
見
解

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
以
上
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

答　

弁

　

町　

長　

質
問
一

－

①

　

小
川
原
通
跨
線
橋
架
け
替
え

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
６
月

22
日
付
で
小
川
原
通
跨
線
橋
詳

細
設
計
業
務
委
託
を
契
約
し
、

現
地
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
線

路
内
立
入
り
及
び
、
き
電
停
止

手
続
を
行
う
た
め
実
施
協
議
書

を
作
成
し
、
令
和
４
年
７
月
28

日
に
青
森
県
交
通
政
策
課
へ
提

出
し
、
令
和
４
年
８
月
22
日
に

青
い
森
鉄
道
と
実
施
協
議
を
行

い
、
令
和
４
年
８
月
24
日
か
ら

26
日
の
間
で
線
路
内
へ
立
入

り
、
測
量
等
の
現
地
調
査
を
行

い
、
現
在
は
測
量
デ
ー
タ
の
整

理
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
は
、
設
計
条
件
に
係
る
協

議
を
県
交
通
政
策
課
及
び
青
い

森
鉄
道
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
現
地
調
査
結
果
、
測
量
結

果
を
基
に
、
跨
線
橋
及
び
歩
道

橋
の
撤
去
計
画
、
新
し
い
跨
線

橋
の
形
状
や
架
設
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
予
定
を
し
て

お
り
ま
す
。

質
問
一

－

②

　

小
川
原
地
区
の
火
災
等
の
防

災
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消

防
署
の
緊
急
車
両
出
動
時
に
は

沼
崎
本
村
跨
線
橋
を
境
に
、
小

川
原
南
地
区
へ
は
菩
提
寺
方
面

か
ら
進
入
し
、
小
川
原
北
地
区

へ
は
跨
線
橋
辺
り
、
県
道
か
ら

進
入
す
る
経
路
を
通
り
、
小
川

原
南
、
北
エ
リ
ア
に
分
け
て
対

応
し
て
い
る
状
況
で
す
。
消
防

団
に
つ
き
ま
し
て
も
、
直
近
の

分
団
を
除
き
、
同
様
の
進
入
経

路
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

火
災
現
場
等
へ
の
出
動
態
勢

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
出

動
態
勢
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
緊
急
車
両
等
の
進
入
経

路
な
ど
、
重
点
事
項
は
消
防
署

等
、
消
防
団
関
係
で
情
報
共
有

を
図
り
、
緊
急
事
態
発
生
時
に

は
現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
消

防
署
並
び
に
消
防
団
が
協
力

し
、
順
次
連
携
を
取
り
合
い
、

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問
一

－

③

　

昨
年
度
小
川
原
通
跨
線
橋
の

通
行
止
め
の
際
に
設
置
し
た

迂
回
路
等
の
表
示
看
板
に
つ
い

て
は
、
町
が
行
っ
て
い
る
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
で
案
内
看
板
の
不

足
、
文
字
の
劣
化
や
雑
草
な
ど
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に
よ
り
視
認
性
が
損
な
わ
れ
て

い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
現
在

迂
回
路
看
板
や
通
行
止
め
看
板

等
の
設
置
箇
所
の
選
定
や
表
示

内
容
等
を
検
討
し
て
お
り
、
検

討
が
終
了
し
次
第
、
案
内
板
等

の
製
作
及
び
設
置
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問
二

　

当
町
で
も
８
月
２
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
大
浦
地
区
で
時
間

雨
量
26
ミ
リ
の
降
水
が
あ
り
、

旭
町
の
一
部
と
新
町
の
一
部
、

そ
し
て
切
左
坂
地
区
の
道
路
が

冠
水
し
、
通
行
止
め
の
措
置
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

冠
水
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
の

一
つ
と
し
て
は
、
短
時
間
で
の

大
雨
に
よ
り
小
川
原
湖
の
水
位

が
上
昇
す
る
こ
と
で
流
末
で
あ

る
七
戸
川
や
花
切
川
、
土
場
川

な
ど
の
水
位
が
上
昇
す
る
こ

と
に
よ
り
排
水
機
能
が
損
な
わ

れ
、
冠
水
し
た
も
の
な
ど
が
主

な
原
因
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
土
地
改
良
区
と
連
携

し
な
が
ら
、
排
水
対
策
と
し
て

北
谷
地
、
南
谷
地
の
両
排
水
機

場
の
ポ
ン
プ
を
増
設
す
る
と
と

も
に
、
昨
年
大
き
な
被
害
を
受

け
た
土
場
川
地
区
の
入
沼
排
水

機
場
に
つ
い
て
も
更
新
に
向
け

て
準
備
を
進
め
る
な
ど
、
可
能

な
範
囲
で
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現
状
河
川

改
修
及
び
排
水
路
整
備
、
そ
し

て
さ
ら
な
る
排
水
ポ
ン
プ
の
増

設
等
に
つ
い
て
は
膨
大
な
事
業

費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
検
討

は
し
て
い
る
も
の
の
未
実
施
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
と
し
て
は
、
防

災
、
減
災
を
進
め
る
た
め
、
問

題
の
解
消
に
向
け
て
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
三

　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
入
居
者
個
人
に
よ
り
町

へ
申
請
し
た
後
に
、
個
人
に
よ

り
設
置
と
い
う
こ
と
で
現
在
ま

で
運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
近
年
地
球
温
暖
化

に
伴
う
気
温
の
上
昇
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
設
置
及
び
修
繕
な
ど

で
多
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
引
き
続
き
個
人
で
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問
四

－

①

　

臨
時
交
付
金
等
を
活
用
し
、

子
育
て
対
策
と
し
て
子
育
て
世

帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
、
経

営
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
事
業
、
大
学
生
等
生
活

支
援
給
付
金
事
業
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
、
経
済
対
策
と

し
て
健
康
な
土
づ
く
り
推
進
事

業
、
共
通
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
促
進
事
業
、
高
齢

者
対
策
と
し
て
高
齢
者
飲
食
店

等
利
用
券
交
付
事
業
、
高
齢

者
生
活
支
援
助
成
事
業
の
全

９
事
業
、
総
事
業
費
２
億
２
，

８
７
８
万
５
，
０
０
０
円
の
事

業
を
推
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
に
お
き

ま
し
て
も
政
府
は
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
さ
ら
に
増
額
し
、

対
策
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
原
油
価
格
や

物
価
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

生
活
者
や
事
業
者
の
軽
減
を
図

り
、
継
続
し
て
支
援
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問
四

－

②

　

介
護
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て

は
、
第
１
号
保
険
者
の
保
険

料
の
軽
減
は
、
給
付
費
等
の
公

費
負
担
と
は
別
に
、
同
じ
く
公

費
で
の
低
所
得
者
の
保
険
料
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す

が
、
介
護
保
険
制
度
内
で
の
物

価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
公

的
負
担
軽
減
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

は
、
現
在
国
保
制
度
の
中
で

は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
国

保
税
を
軽
減
す
る
規
定
は
な
い

こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
国
保
税

の
負
担
軽
減
は
で
き
な
い
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
願
い
ま
す
。
な
お
、

物
価
高
騰
対
策
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
本
定
例
会
補
正
予
算
案

を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
65
歳

以
上
の
方
々
全
員
に
１
人
当
た

り
３
，
０
０
０
円
を
給
付
す
る

高
齢
者
生
活
支
援
助
成
事
業

は
、
物
価
高
騰
対
策
の
一
環
で

あ
り
、
助
成
対
象
の
65
歳
以
上

の
方
々
は
皆
さ
ん
介
護
保
険
第

１
号
被
保
険
者
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
潤
沢
な
給
付
金
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
助
成
対
象
者

の
基
準
に
つ
き
ま
し
て
は
東
北

町
独
自
で
拡
充
し
た
助
成
事
業

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

質
問
四

－

③

　

本
年
も
全
国
的
に
灯
油
を
は

じ
め
、
原
油
価
格
の
高
騰
は

変
わ
ら
ず
、
国
で
は
令
和
４
年

４
月
26
日
に
閣
議
決
定
し
た
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
に

お
い
て
地
方
公
共
団
体
へ
の
財

政
支
援
を
決
定
し
、
こ
れ
を
受

け
、
県
は
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

事
業
費
補
助
金
を
市
町
村
が
行

う
助
成
事
業
に
対
し
補
助
す
る

こ
と
を
県
議
会
の
６
月
定
例

会
で
決
定
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
当
町
で
は
、
県

補
助
金
及
び
国
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
本
定
例
会

に
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
提

出
し
て
お
り
ま
す
。
助
成
対
象

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
65
歳
以

上
の
方
々
、
課
税
、
非
課
税
問

わ
ず
、
対
象
者
全
員
に
１
人
当

た
り
３
，
０
０
０
円
を
助
成
す

る
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
県
の
補

東　北　町　議　会　だ　よ　り第70号 14令和４年11月10日（　）



助
事
業
は
、
非
課
税
者
を
補
助

対
象
と
し
課
税
者
は
対
象
外
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
当
町
の
助

成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
課
税

者
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
て
お

り
、
昨
年
は
75
歳
以
上
の
世
帯

員
で
構
成
さ
れ
る
住
民
税
非
課

税
世
帯
で
し
た
が
、
本
年
は
65

歳
以
上
の
方
々
全
員
と
助
成
対

象
を
拡
充
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
五

　

通
学
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鉄
道
、
路
線
バ
ス
の
公
共
交
通

機
関
の
利
用
や
、
私
立
高
校
で

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
送
迎
、

自
家
用
車
で
の
送
り
迎
え
、
下

宿
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
通
院
に
つ
い
て
は
、

町
内
外
の
病
院
に
は
町
民
バ

ス
、
病
院
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
や

鉄
道
、
路
線
バ
ス
の
公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
の

鉄
道
及
び
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
近
年
運
賃
は
と
も
に
変
動

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
路
線
バ
ス

の
便
数
が
減
便
す
る
な
ど
、
さ

ら
に
は
路
線
の
一
部
の
廃
止
が

決
定
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
10
月
か
ら
路
線
バ

ス
の
一
部
路
線
の
廃
止
に
係
る

町
の
対
応
と
し
て
、
町
民
バ
ス

を
代
替
し
て
試
験
運
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
校
や
病
院
へ
の

通
学
、
通
院
の
支
援
を
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

町
民
バ
ス
運
行
に
係
る
バ
ス
停

の
増
設
、
移
設
な
ど
を
行
い
、

町
内
外
の
通
院
等
の
ア
ク
セ
ス

に
お
い
て
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
公

共
交
通
に
つ
い
て
、
東
北
町
が

住
み
や
す
い
公
共
交
通
環
境
と

な
り
得
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
一
般
質
問
通
告
の
あ
り
ま
し
た

質
問
事
項
１
の
小
川
原
通
跨
線
橋

の
通
行
止
め
に
関
わ
る
問
題
に
つ

い
て
、
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
質
問
要
旨
の
１
点
目
、
小

川
原
通
跨
線
橋
の
架
け
替
え
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
を
問
う
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
小
川
原
通
跨

線
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
６
月
22
日
付
で
小
川
原
通

跨
線
橋
詳
細
設
計
業
務
委
託
を
契

約
し
、
現
地
確
認
を
行
い
な
が

ら
、
線
路
内
立
入
り
及
び
、
き
電

停
止
手
続
を
行
う
た
め
実
施
協
議

書
を
作
成
し
、
令
和
４
年
７
月
28

日
に
青
森
県
交
通
政
策
課
へ
提
出

し
、
令
和
４
年
８
月
22
日
に
青
い

森
鉄
道
と
実
施
協
議
を
行
い
、
令

和
４
年
８
月
24
日
か
ら
26
日
の
間

で
線
路
内
へ
立
入
り
、
測
量
等
の

現
地
調
査
を
行
い
、
現
在
は
測
量

デ
ー
タ
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
今
後
は
、
設
計
条
件
に

係
る
協
議
を
県
交
通
政
策
課
及
び

青
い
森
鉄
道
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
現
地
調
査
結
果
、
測
量
結
果

を
基
に
、
跨
線
橋
及
び
歩
道
橋
の

撤
去
計
画
、
新
し
い
跨
線
橋
の
形

状
や
架
設
方
法
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
願
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

続
い
て
、
２
点
目
の
小
川
原
通

跨
線
橋
の
通
行
止
め
に
関
わ
っ
て

防
災
対
応
を
問
う
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
小
川
原
通
跨
線
橋
の

通
行
止
め
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消

防
署
等
、
消
防
団
関
係
者
へ
も
周

知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
小
川
原
地
区
の
火
災
等
の
防

災
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防

署
の
緊
急
車
両
出
動
時
に
は
沼
崎

本
村
跨
線
橋
を
境
に
、
小
川
原
南

地
区
へ
は
菩
提
寺
方
面
か
ら
進
入

し
、
小
川
原
北
地
区
へ
は
跨
線
橋

辺
り
、
県
道
か
ら
進
入
す
る
経
路

を
通
り
、
小
川
原
南
、
北
エ
リ
ア

に
分
け
て
対
応
し
て
い
る
状
況
で

す
。
消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
も
、

直
近
の
分
団
を
除
き
、
同
様
の
進

入
経
路
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
８
月
３
日
夜
に

発
生
を
い
た
し
ま
し
た
小
川
原
北

地
区
の
建
物
火
災
の
際
に
は
、
先

ほ
ど
説
明
い
た
し
ま
し
た
進
入
経

路
に
よ
り
消
防
署
か
ら
消
防
車
両

等
４
台
が
出
動
、
消
防
団
か
ら
は

小
川
原
地
区
上
北
第
７
分
団
を
含

む
消
防
団
の
消
防
車
両
６
台
が
出

動
し
、
消
火
活
動
に
当
た
り
、
対

応
を
い
た
し
ま
し
た
。
小
川
原
通

跨
線
橋
の
通
行
止
め
に
よ
り
上
北

第
７
分
団
が
小
川
原
北
地
区
へ
出

動
す
る
際
に
は
、
南
平
跨
線
橋
等

を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
、
地
元
消
防
団
を
は
じ
め
、
地

域
住
民
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
不

便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
現
在
の
状
況
を
踏
ま

え
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

火
災
現
場
等
へ
の
出
動
態
勢
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
出
動
態

勢
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

緊
急
車
両
等
の
進
入
経
路
な
ど
、

重
点
事
項
は
消
防
署
等
、
消
防
団

関
係
で
情
報
共
有
を
図
り
、
緊
急

事
態
発
生
時
に
は
現
場
の
状
況
に

合
わ
せ
て
消
防
署
並
び
に
消
防
団

が
協
力
し
、
順
次
連
携
を
取
り
合

い
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
小
川
原
通
跨
線

橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
改
善

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何

と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

小
川
原
北
地
区
の
火
災
に
よ
り
住

宅
が
全
焼
し
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

住
民
の
方
に
は
、
こ
の
場
を
お
か

り
い
た
し
ま
し
て
心
よ
り
謹
ん
で

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

続
い
て
、
３
点
目
の
迂
回
路
の

案
内
に
つ
い
て
改
善
を
行
う
考
え

は
な
い
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
度
小
川
原
通
跨
線
橋
の

通
行
止
め
の
際
に
設
置
し
た
迂
回

路
等
の
表
示
看
板
に
つ
い
て
は
、

町
が
行
っ
て
い
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
で
案
内
看
板
の
不
足
、
文
字
の

劣
化
や
雑
草
な
ど
に
よ
り
視
認
性

が
損
な
わ
れ
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

通
行
し
て
い
る
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
議
員
か
ら
も
先
ほ
ど
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
と
い

た
し
ま
し
て
も
現
在
迂
回
路
看
板

や
通
行
止
め
看
板
等
の
設
置
箇
所

の
選
定
や
表
示
内
容
等
を
検
討
し

て
お
り
、
検
討
が
終
了
し
次
第
、

案
内
板
等
の
製
作
及
び
設
置
を
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行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

次
に
、
質
問
事
項
２
の
水
害
対

策
に
つ
い
て
お
答
え
を
い
た
し
ま

す
。
質
問
要
旨
の
町
内
に
大
雨
に

よ
っ
て
冠
水
す
る
地
域
が
あ
る

が
、
気
候
危
機
が
進
む
中
、
被
害

を
防
ぐ
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
取
組
を
問
う
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
７
月
中
旬
よ
り

全
国
で
断
続
的
に
発
生
し
て
い
る

線
状
降
水
帯
の
影
響
で
全
国
的
に

多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
改
め
ま
し
て
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
当
町
で
も
８
月
２

日
か
ら
３
日
に
か
け
て
大
浦
地
区

で
時
間
雨
量
26
ミ
リ
の
降
水
が
あ

り
、
旭
町
の
一
部
と
新
町
の
一

部
、
そ
し
て
切
左
坂
地
区
の
道
路

が
冠
水
し
、
通
行
止
め
の
措
置
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
冠

水
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
の
一
つ

と
し
て
は
、
短
時
間
で
の
大
雨
に

よ
り
小
川
原
湖
の
水
位
が
上
昇
す

る
こ
と
で
流
末
で
あ
る
七
戸
川
や

花
切
川
、
土
場
川
な
ど
の
水
位
が

上
昇
す
る
こ
と
に
よ
り
排
水
機
能

が
損
な
わ
れ
、
冠
水
し
た
も
の
な

ど
が
主
な
原
因
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

当
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
土
地
改
良
区
と
連
携
し
な

が
ら
、
排
水
対
策
と
し
て
北
谷

地
、
南
谷
地
の
両
排
水
機
場
の
ポ

ン
プ
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
昨

年
大
き
な
被
害
を
受
け
た
土
場
川

地
区
の
入
沼
排
水
機
場
に
つ
い
て

も
更
新
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る

な
ど
、
可
能
な
範
囲
で
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現

状
河
川
改
修
及
び
排
水
路
整
備
、

そ
し
て
さ
ら
な
る
排
水
ポ
ン
プ
の

増
設
等
に
つ
い
て
は
膨
大
な
事
業

費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
検
討
は

し
て
い
る
も
の
の
未
実
施
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
町
と
し
て

は
、
防
災
、
減
災
を
進
め
る
た

め
、
問
題
の
解
消
に
向
け
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

　

次
に
、
質
問
事
項
３
の
町
営
住

宅
の
住
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
お

答
え
を
い
た
し
ま
す
。
質
問
要
旨

の
温
暖
化
が
進
む
中
、
熱
中
症
対

策
と
し
て
適
切
な
エ
ア
コ
ン
の
利

用
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
町

営
住
宅
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
当
町
で
は
平
成
４
年
か

ら
平
成
18
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ

た
町
営
住
宅
を
上
北
地
区
で
１
０

４
世
帯
、
東
北
地
区
で
77
世
帯
、

合
わ
せ
て
１
８
１
世
帯
所
有
し
て

お
り
ま
す
。
ご
質
問
の
あ
り
ま
し

た
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
初
か
ら
両
地
区
と
も
入
居

者
個
人
に
よ
り
町
へ
申
請
し
た
後

に
、
個
人
に
よ
り
設
置
と
い
う
こ

と
で
現
在
ま
で
運
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
近
年
地
球

温
暖
化
に
伴
う
気
温
の
上
昇
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
設
置
及
び
修
繕
な
ど

で
多
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

引
き
続
き
個
人
で
の
設
置
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
願
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

次
に
、
質
問
事
項
４
の
物
価
高

騰
対
策
、
家
計
支
援
策
に
つ
い
て

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
質
問
要

旨
の
１
点
目
、
物
価
高
騰
に
よ
り

町
民
の
家
計
が
圧
迫
さ
れ
て
い

る
。
町
と
し
て
の
家
計
支
援
策
を

問
う
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
を
発
端
と
す
る
原
油
、

原
材
料
価
格
の
高
騰
や
円
安
の
進

行
に
伴
う
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響

を
踏
ま
え
、
政
府
で
は
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
地
方
公
共

団
体
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
物
価

高
騰
な
ど
に
直
面
す
る
生
活
者
や

事
業
者
に
対
し
て
支
援
が
実
施
で

き
る
よ
う
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原

油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応
分
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
町
に
お
い

て
は
、
臨
時
交
付
金
等
を
活
用

し
、
子
育
て
対
策
と
し
て
子
育
て

世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
、
経

営
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
事
業
、
大
学
生
等
生
活
支
援
給

付
金
事
業
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
、
経
済
対
策
と
し
て
健
康
な

土
づ
く
り
推
進
事
業
、
共
通
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
事

業
、
高
齢
者
対
策
と
し
て
高
齢
者

飲
食
店
等
利
用
券
交
付
事
業
、
高

齢
者
生
活
支
援
助
成
事
業
の
全
９

事
業
、
総
事
業
費
２
億
２
，
８
７

８
万
５
，
０
０
０
円
の
事
業
を
推

し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
政

府
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
さ

ら
に
増
額
し
、
対
策
を
一
層
強
化

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
原

油
価
格
や
物
価
の
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
の
軽
減

を
図
り
、
継
続
し
て
支
援
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

続
い
て
、
２
点
目
の
全
国
の
自

治
体
の
中
で
も
我
が
町
の
介
護
保

険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
は
住
民

負
担
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
負
担

軽
減
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
初
め
に

介
護
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
現

在
当
町
の
第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
の
65
歳
以
上
の
方
々
、
介

護
保
険
第
１
号
の
被
保
険
者
の
保

険
料
、
基
準
月
額
は
全
国
で
も
高

い
設
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

ご
存
じ
の
と
お
り
第
１
号
保
険
者

の
介
護
保
険
料
の
設
定
は
、
介
護

保
険
標
準
給
付
費
及
び
地
域
支
援

事
業
費
の
見
込
み
総
額
の
う
ち
、

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
で
の

負
担
額
を
被
保
険
者
数
及
び
所
得

段
階
割
合
に
よ
っ
て
算
出
し
、
設

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
介

護
保
険
制
度
を
運
営
し
て
い
く
上

で
の
財
源
は
、
国
、
県
、
町
で
の

公
費
負
担
が
50
％
、
被
保
険
者
で

賄
う
保
険
料
負
担
割
合
が
65
歳
以

上
の
第
１
号
保
険
者
が
23
％
、
40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
２
号
被
保
険

者
が
27
％
の
割
合
で
負
担
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
第
１
号
保
険
者
の

保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
給
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付
費
等
の
公
費
負
担
と
は
別
に
、

同
じ
く
公
費
で
の
低
所
得
者
の
保

険
料
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
お
り

ま
す
が
、
介
護
保
険
制
度
内
で
の

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
公

的
負
担
軽
減
は
な
い
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
30

年
度
に
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

正
が
あ
り
、
県
と
市
町
村
が
共
同

で
国
保
事
業
の
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
国
保
事
業

の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
県
が
担

う
こ
と
と
な
り
、
県
へ
の
給
付
金

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
県
へ
の

給
付
金
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
市
町
村
の
医
療
費
水
準
及
び
所

得
水
準
に
よ
り
県
が
算
定
し
て
、

そ
の
算
定
さ
れ
た
金
額
を
各
市
町

村
が
県
へ
納
付
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
財
源
は
主

に
国
民
健
康
保
険
税
に
よ
り
賄
う

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在

国
保
制
度
の
中
で
は
、
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
国
保
税
を
軽
減
す
る

規
定
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で

は
国
保
税
の
負
担
軽
減
は
で
き
な

い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
願
い
ま
す
。
な

お
、
物
価
高
騰
対
策
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
本
定
例
会
補
正
予
算
案

を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
65
歳
以

上
の
方
々
全
員
に
１
人
当
た
り

３
，
０
０
０
円
を
給
付
す
る
高
齢

者
生
活
支
援
助
成
事
業
は
、
物
価

高
騰
対
策
の
一
環
で
あ
り
、
助
成

対
象
の
65
歳
以
上
の
方
々
は
皆
さ

ん
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
潤
沢
な
給
付

金
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
助
成

対
象
者
の
基
準
に
つ
き
ま
し
て
は

東
北
町
独
自
で
拡
充
し
た
助
成
事

業
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

続
い
て
、
３
点
目
の
灯
油
購
入

へ
の
助
成
に
つ
い
て
、
今
年
の
冬

は
対
象
を
広
げ
て
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
は
世
界
的
な
原
油
価
格

の
高
騰
を
受
け
、
青
森
県
の
灯
油

店
頭
価
格
は
11
月
の
時
点
で
１
０

３
円
77
銭
、
１
月
末
で
は
１
０
７

円
50
銭
と
高
値
で
推
移
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当
町
で
は
、

令
和
３
年
11
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
国
の
経
済
対
策
に
お
い
て
、
地

方
公
共
団
体
が
行
う
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
灯
油
購
入
費
の
助
成
な

ど
、
生
活
者
を
支
援
す
る
た
め
に

行
う
原
油
価
格
高
騰
対
策
と
し

て
、
県
の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る

灯
油
購
入
費
助
成
事
業
費
補
助
金

及
び
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
75
歳
以
上
の
世
帯
員

で
構
成
さ
れ
る
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
１
世
帯
当
た
り
５
，
０

０
０
円
の
灯
油
購
入
費
の
助
成
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
冬
は
、
対
象
を

広
げ
て
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年

も
全
国
的
に
灯
油
を
は
じ
め
、
原

油
価
格
の
高
騰
は
変
わ
ら
ず
、
国

で
は
令
和
４
年
４
月
26
日
に
閣
議

決
定
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急

対
策
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
へ

の
財
政
支
援
を
決
定
し
、
こ
れ
を

受
け
、
県
は
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
事

業
費
補
助
金
を
市
町
村
が
行
う
助

成
事
業
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
を

県
議
会
の
６
月
定
例
会
で
決
定
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
町
で
は
、
県
補
助

金
及
び
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
策
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
本
定
例
会
に
一
般
会
計
補

正
予
算
案
を
提
出
し
て
お
り
ま

す
。
助
成
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
65
歳
以
上
の
方
々
、
課
税
、

非
課
税
問
わ
ず
、
対
象
者
全
員
に

１
人
当
た
り
３
，
０
０
０
円
を
助

成
す
る
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
県
の
補

助
事
業
は
、
非
課
税
者
を
補
助
対

象
と
し
課
税
者
は
対
象
外
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
当
町
の
助
成
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
課
税
者
に
つ
い

て
も
対
象
と
し
て
お
り
、
昨
年
は

75
歳
以
上
の
世
帯
員
で
構
成
さ
れ

る
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
し
た

が
、
本
年
は
65
歳
以
上
の
方
々
全

員
と
助
成
対
象
を
拡
充
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
質
問
事
項
５
の
交
通
網

の
改
善
に
つ
い
て
お
答
え
を
い
た

し
ま
す
。
質
問
要
旨
の
町
外
の
高

校
や
医
療
機
関
へ
の
通
学
、
通
院

に
つ
い
て
、
交
通
機
関
の
脆
弱
さ

や
住
民
負
担
の
大
き
さ
が
我
が
町

の
住
み
づ
ら
さ
に
な
っ
て
い
る
。

改
善
の
取
組
を
問
う
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
高
校
生
の
通
学
に

つ
い
て
は
東
北
町
に
高
等
学
校
が

立
地
し
て
い
な
い
状
況
の
中
、
近

隣
市
町
村
や
八
戸
市
、
青
森
市
、

弘
前
市
、
県
外
な
ど
、
地
域
的
に

多
方
面
に
進
学
し
て
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
通
学
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
の

公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
、
私
立

高
校
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
送

迎
、
自
家
用
車
で
の
送
り
迎
え
、

下
宿
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
通
院
に
つ
い
て
は
、
町

内
外
の
病
院
に
は
町
民
バ
ス
、
病

院
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
や
鉄
道
、
路

線
バ
ス
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
公

共
交
通
機
関
の
鉄
道
及
び
路
線
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
近
年
運
賃
は
と

も
に
変
動
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
路

線
バ
ス
の
便
数
が
減
便
す
る
な

ど
、
さ
ら
に
は
路
線
の
一
部
の
廃

止
が
決
定
し
て
お
り
、
町
民
の
皆

様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
10
月
か
ら
路
線
バ
ス
の

一
部
路
線
の
廃
止
に
係
る
町
の
対

応
と
し
て
、
町
民
バ
ス
を
代
替
し

て
試
験
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
校
や
病
院
へ
の
通
学
、
通
院
の

支
援
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
町
民
バ
ス
運
行
に
係

る
バ
ス
停
の
増
設
、
移
設
な
ど
を

行
い
、
町
内
外
の
通
院
等
の
ア
ク

セ
ス
に
お
い
て
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
公
共

交
通
に
つ
い
て
、
東
北
町
が
住
み

や
す
い
公
共
交
通
環
境
と
な
り
得

る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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各
委
員
会
の
活
動
（
７
月
～
９
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 

催 
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
17
日

所
管
事
務
調
査

　

⑴
総　

務　

課　

①
東
北
町
表
彰
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
税　

務　

課　

①
令
和
３
年
度
町
税
等
の
収
入
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
東 

北 

支 

所　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
選
挙
管
理
委
員
会　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
財　

政　

課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑹
企　

画　

課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
18
日

所
管
事
務
調
査

　

⑴
農
林
水
産
課　

①
生
産
資
材
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
建　

設　

課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
商
工
観
光
課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
下 

水 

道 

課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
農
業
委
員
会　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
19
日

所
管
事
務
調
査

　

⑴
町　

民　

課　

①
高
齢
者
生
活
支
援
助
成
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
福　

祉　

課　

①
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
係
る
保
育
対
策
総

合
支
援
事
業
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

③
敬
老
会
中
止
に
伴
う
飲
食
店
等
利
用
券
の
追
加
交
付
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
保
健
衛
生
課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明 

　

⑷
学　

務　

課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
社
会
教
育
課   

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑹
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
25
日

⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　
　

 

①
令
和
４
年
第
３
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　

 　

②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　
　

 

③
一
般
質
問
通
告
（
８
月
24
日
正
午
ま
で
に
通
告
）

⑵
請
願
、
陳
情
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

★
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
対
策
等
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

7
月
12
日

茨
城
県
那
珂
市
議
会
（
原
子
力
安
全
対
策
常
任
委
員
会
）
懇
談
会

★
基
地
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

７
月
１
日

表
敬
訪
問
（
国
会
議
員
会
館
）

★
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

７
月
５
日

７
月
６
日

７
月
７
日

要
望
活
動
（
高
瀬
川
河
川
事
務
所
）

要
望
活
動
（
東
北
地
方
整
備
局
・
国
土
交
通
省
）

表
敬
訪
問
（
国
会
議
員
会
館
）

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

７
月
20
日

⑴
議
会
だ
よ
り
第
69
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
全
員
協
議
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

８
月
５
日

第
１
回　

全
員
協
議
会

東　北　町　議　会　だ　よ　り第70号 18令和４年11月10日（　）



委
員
会
報
告

〇
総
務
企
画
常
任
委
員
会

�
（
８
月
17
日
開
催
）

�

委
員
長　

和　

田　

勇　

人

所
管
事
務
調
査
結
果

・東北町表彰規則の改正について

区　　分
改　　　正（案）

表彰規則　※褒賞規則を廃止

該　当　要　件 　町の政治、経済、文化、社会、その他各般にわたって町政の振興発展に寄与・町
民の模範

対　　象　　者 個人及び団体

表 彰 の 種 類

【特別功労表彰】　※新規
　・町長16年以上　　　　　　　　　・町議24年以上　
　・副町長､ 教育長､ 教育委員､ 農業委員26年以上
　・議会の同意各種委員26年以上　　・町長の任命各種委員35年以上
　・消防団長30－８年以上　　　　　・交通・防犯指導隊長30－８年以上
　・産業・経済・土木30－10年以上　・社会福祉・民生30－10年以上
　・保健衛生30－10年以上　　　　　・学校医30年以上
　・寄附500万円以上（団体1000万円以上）
　・その他功績が顕著で表彰することが適当である者

【功労表彰】
　・町長８年以上　　　　　　　　　・町議12年以上
　・副町長､ 教育長12年以上　　　　・教育委員､ 農業委員16年以上
　・議会の同意各種委員16年以上　　・町長の任命各種委員24年以上
　・消防正・副団長20－６年以上､ 団員30年以上
　・交通・防犯正・副隊長20－６年以上､ 隊員30年以上
　・産業・経済・土木20－６年以上　 ・社会福祉・民生20－６年以上
　・保健衛生20－６年以上　　　　　・学校医年20以上
　・寄附200万円以上（団体300万円以上）
　・その他功績が顕著で表彰することが適当である者

【善行表彰】　
　・公益に尽力し功績が顕著な者
　・寄付者100万円以上（団体200万円以上）
　・人命救助者　　　　　　　　　　・非常災害に際し功績があった者
　・発明・発見者　　　　　　　　　・その他町民の模範　

褒賞、表彰方法 表彰状及び記念品等

実　施　月　日 毎年２月（文化・スポーツ賞授与式と同日）

審　　査　　会 東北町表彰審議会

公 表 、  保 存 広報・ＨＰ掲載、台帳登録保存（永久）

基 準 要 綱 等 表彰規則に基づく表彰基準等に関する取扱要領

※表彰の種類中、「○－□年以上」の○は、在職年数を、□は、その団体の長の経歴年数を示す。

総
務
課

東　北　町　議　会　だ　よ　り 第70号19（　）令和４年11月10日



・消防団員の処遇改善について

消防団年額報酬（新旧比較表）

階　級 現　行 改正案 差　額

団　　　　　長 56,500円 　82,500円　 26,000円

副　　団　　長 40,000円 　69,000円　 29,000円

分　　団　　長 25,000円 　50,500円　 25,500円

副　分　団　長 23,000円 　45,500円　 22,500円

部　　　　　長 19,500円 　37,000円　 17,500円

班　　　　　長 　16,000円　 　37,000円　 21,000円

団　　　　　員 　15,000円　 　36,500円　 21,500円

※�令和３年４月13日付け消防地第171号の消防長官通知による非常勤消防団の報酬等の基準に基づき、団員階級
については年額36,500円を標準とする。

【質疑】４月に遡るのか、10月１日からになるのか伺いたい。
【回答】４月に遡って施行いたします。

税
務
課

・令和３年度町税等の収入状況について
�  （単位：円）

区　　　分
調　　定　　額 収　入　済　額 徴　　収　　率

令和３年度 増　減 令和３年度 増　減 令和３年度 増　減

現　
　
　

年　
　
　

分

町 

民 

税

個 人 575,848,521 12,403,912 569,004,207 13,763,544 98.81 0.27

法 人 66,223,800 3,378,000 66,123,800 3,747,956 99.85 0.60

計 642,072,321 15,781,912 635,128,007 17,511,500 98.92 0.30

固 定 資 産 税 908,979,700 60,717,600 898,306,059 61,863,835 98.83 0.22

国有資産市町村交付金 22,189,200 △2,349,200 22,189,200 △2,349,200 100.00 0.00
軽
自
動
車
税

軽自動車税 66,506,500 1,675,500 64,523,300 1,743,300 97.02 0.18

環境性能割 3,027,200 134,000 3,027,200 134,000 100.00 0.00

た ば こ 税 158,940,322 15,371,286 158,940,322 15,371,286 100.00 0.00

入 湯 税 798,450 △30,750 798,450 △30,750 100.00 0.00

国民健康保険税 499,078,000 6,386,300 471,793,129 6,015,896 94.53 △0.01

現 年 分 計 2,301,591,693 97,686,648 2,254,705,667 100,259,867 97.96 0.20

滞　

納　

繰　

越　

分

町 

民 

税

個 人 37,479,400 △7,883,147 10,207,178 △1,570,084 27.23 1.27

法 人 936,156 △184,044 405,600 92,500 43.33 15.38

計 38,415,556 △8,067,191 10,612,778 △1,477,584 27.63 1.62

固 定 資 産 税 55,673,076 △10,878,256 9,967,132 △1,268,814 17.90 1.02

軽 自 動 車 税 7,320,252 △534,373 1,372,980 3,440 18.76 1.32

国民健康保険税 150,470,792 △38,266,628 28,411,239 △9,027,114 18.88 △0.96

滞 納 繰 越 分 計 251,879,676 △57,746,448 50,364,129 △11,770,072 20.00 △0.07

合　　　計 2,553,471,369 39,940,200 2,305,069,796 88,489,795 90.27 2.08

東　北　町　議　会　だ　よ　り第70号 20令和４年11月10日（　）



○
欠
損
処
分

　

令
和
２
年
度

　
　

４
３
，
８
８
１
，
２
４
０
円

�
（
２
，
８
３
８
件
４
０
１
人
）

　

令
和
３
年
度

　
　

５
５
，
３
９
４
，
４
９
１
円

�

（
３
，
５
９
３
件
４
３
３
人
）

　

前
年
度
と
比
較
を
す
る
と
、
１

１
，
５
１
３
，
２
５
１
円
（
７
５

５
件
37
人
）
の
増

○�

青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機

構
へ
の
移
管
状
況

　

令
和
２
年
度

　

２
７
３
，
９
０
１
，
５
２
５
円

�

（
１
２
７
人
）

　

令
和
３
年
度

　

２
４
２
，
７
０
０
，
１
２
３
円

�

（
１
０
６
人
）

　

前
年
度
と
比
較
を
す
る
と
、
３

１
，
２
０
１
，
４
０
２
円
（
21

人
）
の
減

　

※�

令
和
３
年
度
の
新
規
移
管
者

は
12
名
、
７
，
０
８
０
，
１

０
０
円

総
務
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

東
北
支
所
・
選
挙
管
理
委
員
会

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

財
政
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

企
画
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

税
務
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

そ
の
他

【
質
疑
】
大
雨
に
よ
る
、
デ
ジ
タ

ル
共
同
受
信
等
の
水
に
濡
れ
て
駄

目
に
な
る
電
子
機
器
に
つ
い
て
の

被
害
報
告
は
あ
が
っ
て
き
て
い
ま

す
か
。

【
回
答
】
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
つ
い

て
の
被
害
報
告
は
受
け
て
い
ま
せ

ん
。

〇
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

（
８
月
18
日
開
催
）

�

委
員
長　

米　

倉　

俊　

男

所
管
事
務
調
査
結
果

農
林
水
産
課

・
生
産
資
材
高
騰
対
策
に
つ
い
て

１
．
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

　

�　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農

業
経
営
へ
の
影
響
緩
和
の
た

め
、
化
学
肥
料
の
低
減
に
向
け

て
取
り
組
む
農
業
者
の
皆
様
の

肥
料
費
を
支
援
し
ま
す
。

【
対�
象
肥
料
】

　

�　

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５

年
５
月
に
購
入
し
た
肥
料
（
本

年
の
秋
肥
と
来
年
の
春
肥
と
し

て
使
用
す
る
肥
料
）
が
対
象
で

す
。

【
支�

援
内
容
】

　

�　

化
学
肥
料
低
減
の
取
組
を

行
っ
た
上
で
前
年
度
か
ら
増
加

し
た
肥
料
費
に
つ
い
て
、
そ
の

７
割
を
支
援
金
と
し
て
交
付
し

ま
す
。

　

支
援
金
＝
（
当
年
の
肥
料
費

－

　

当
年
の
肥
料
費

÷

価
格
上
昇
率

�

÷

使
用
量
低
減
率
）
×
０
．
７

　
　

※�

価
格
上
昇
率
…
統
計
デ
ー

タ
を
基
に
決
定

　
　

※
使
用
量
低
減
率
…
０
．
９

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

①�

本
年
秋
肥
（
令
和
４
年
６
月

～
10
月
に
注
文
）、
来
年
春

肥
（
令
和
４
年
11
月
～
令
和

５
年
５
月
に
注
文
）
の
購
入

価
格
が
わ
か
る
も
の
（
注
文

票
な
ど
）

　
　

※�

本
年
秋
肥
と
来
年
春
肥

は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ま
と
め

て
、
別
々
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

※�

注
文
票
の
ほ
か
、
領
収
書

ま
た
は
請
求
書
が
必
要
で

す
。

　

②�

化
学
肥
料
低
減
に
向
け
た
取

組
に
２
つ
以
上
取
り
組
む
こ

と
（
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
申

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

【
申
請�

方
法
】

　
�　

農
業
者
グ
ル
ー
プ
（
５
戸
以

上
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

農
協
や
肥
料
販
売
店
な
ど
で
ま

と
め
て
グ
ル
ー
プ
申
請
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

【
ス
ケ�

ジ
ュ
ー
ル
】

　

令
和
４
年
８
月　

事
業
説
明
会

　
　

�

県
段
階
の
組
織
（
申
請
窓

口
）
の
体
制
づ
く
り

　

令
和
４
年
10
月
頃
～

　
　

�

農
業
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申

請
（
秋
肥
分
）

　

令
和
４
年
12
月
頃
～　

　
　

�

農
業
者
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援

金
の
交
付
（
秋
肥
分
）

　

令
和
５
年
２
月
頃
～

　
　

�

農
業
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申

請
（
春
肥
分
）

　

令
和
５
年
３
月
頃
～

　
　

�

農
業
者
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援

金
の
交
付
（
春
肥
分
）
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２
．
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度

　

【
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み
】

３
．
町
の
対
応

　

・�

県
の
対
策
と
し
て
、
原
油
・

原
材
料
価
格
高
騰
等
対
策
と

し
て
農
林
水
産
業
者
に
対
し

機
械
・
設
備
な
ど
の
導
入
経

費
を
１
／
２
以
内
で
補
助
す

る
事
業
を
実
施
（
７
月
22
日

受
付
終
了
）

　

・�

町
で
は
当
初
予
算
で
す
で
に

生
産
基
盤
強
化
対
策
と
し
て

機
械
、
資
材
導
入
経
費
の
支

援
、
適
正
施
肥
を
促
す
た
め

の
土
壌
診
断
へ
の
支
援
も
し

て
い
る
。
更
に
、
６
月
補
正

で
堆
肥
購
入
に
対
す
る
補
助

率
を
引
き
上
げ
て
支
援
を
強

化
し
て
い
る
。

４
．
そ
の
他

　

・�

酪
農
畜
産
事
業
の
現
状
と
地

域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森
）、
８
月

22
日
に
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
。

　

・�

良
質
な
土
づ
く
り
と
減
肥
を

め
ざ
し
て
緑
肥
に
つ
い
て
の

講
習
会
（
指
導
農
業
士
会
主

催
）
を
８
月
18
日
に
開
催
。

【
質
疑
】
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事

業
を
農
家
に
ど
う
い
う
形
で
伝
え

る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
答
】
支
援
金
申
請
体
制
が
決

ま
っ
た
段
階
で
、
関
係
機
関
か
ら

農
家
に
周
知
し
申
請
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

建
設
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

農
林
水
産
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

商
工
観
光
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

下
水
道
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

農
業
委
員
会

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

そ
の
他

【
質
疑
】
町
で
道
路
の
の
り
し
ろ

分
の
雑
木
を
伐
採
し
て
い
た
ま
し

た
が
、
伐
採
し
た
木
を
チ
ッ
プ
化

し
て
堆
肥
化
す
る
。
そ
う
い
う
取

組
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

【
回
答
】
木
材
と
い
う
の
は
Ｃ
／

Ｎ
比
が
高
い
の
で
分
解
が
遅
い
。

Ｃ
／
Ｎ
比
を
下
げ
る
方
法
は
色
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
木
の

種
類
や
内
容
に
よ
っ
て
も
若
干
違

う
の
で
、
そ
の
辺
で
ど
こ
ま
で
使

え
る
の
か
と
い
う
の
も
あ
り
ま

す
。
チ
ッ
プ
化
す
れ
ば
ま
た
違
う

使
い
方
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
皆

さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
聞
き
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

〇
教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

（
８
月
19
日
開
催
）

�

委
員
長　

沼　

山　

浩　

幸

所
管
事
務
調
査
結
果

町
民
課

・�

高
齢
者
生
活
支
援
助
成
事
業
に

つ
い
て

１
．
事
業
の
概
要

　

�　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
生
活

支
援
を
行
う
た
め
、
一
人
当
た

り
３
，
０
０
０
円
の
助
成
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
へ
の

助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

２
．
助
成
金
支
給
対
象
者

　

�　

基
準
日
（
令
和
４
年
10
月
１

日
予
定
）
に
お
い
て
、
町
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
（
約
６
，
４
１
０

人
）

３
．
事
業
費

　

⑴
事
業
費
合
計

　
　

２
１
，
８
１
７
千
円

　
　

ア�　

高
齢
者
生
活
支
援
助
成

金　

６
，
４
１
０
人
×

３
，
０
０
０
円
＝
１
９
，

２
３
０
千
円

　
　

イ�　

事
務
費
（
需
用
費
、
役

務
費
、
委
託
料
）　

２
，

５
８
７
千
円

【
質
疑
】
生
活
困
窮
者
（
住
民
税

非
課
税
者
等
）
の
所
得
制
限
は
い

く
ら
か
。

【
回
答
】
65
歳
と
い
う
と
年
金
生

活
者
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
方
の
場
合
、
基
準
で
い
く
と
所

得
38
万
円
以
下
の
方
が
非
課
税
と

な
り
ま
す
。
収
入
で
い
く
と
年
金

収
入
だ
と
１
２
０
万
円
の
控
除
額

が
あ
り
ま
す
の
で
、
１
５
８
万
円

以
下
の
方
が
非
課
税
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

 

                     

                  

 

異常補塡基金 

 

（公社）配合飼料供給安定機構 

国 

通常補塡基金 

（一社）全国配合飼料供給安定基金 

（全農系） 

（一社）全国畜産配合飼料価格安定基金 

  （専門農協系） 

（一社）全日本配合飼料価格畜産安定基金 

  （商系） 

配合飼料

メーカー 

積立金 1/2 

積立金 1/2
 

異常補填金 
積立金 
1,200円/ｔ 

畜産経営者 

積立金 
600 円/ｔ 

通常補填金 

異常補填金 
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福
祉
課

・�
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業
に
つ
い
て

１
．
事
業
の
概
要

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中

で
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直

面
す
る
子
育
て
世
帯
に
対
し
給

付
を
行
う
こ
と
で
、
子
育
て
世

帯
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
。
事
業

主
体
が
青
森
県
で
、
事
業
実
施

は
町
が
行
う
。

２
．
対
象
者

　

�　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
す
る
方

３
．
給
付
金
額

　
　

子
ど
も
１
人
当
た
り

�

２
５
，
０
０
０
円

４�

．
給
付
方
法
等
（
基
準
日
：
令

和
４
年
９
月
30
日
）

　

①�

町
か
ら
支
給
さ
れ
る
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
る
０
歳
か

ら
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
養

育
者
に
は
、
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
口
座
の
確
認
書

を
発
送
後
、
拒
否
が
無
け
れ

ば
送
金
す
る
。

　

②�

高
校
生
養
育
者
及
び
公
務
員

の
方
は
町
に
口
座
情
報
が
な

い
た
め
、
申
請
に
よ
り
支
給

す
る
。

５
．
給
付
見
込

　
　

対
象
見
込　

２
，
２
５
０
人

　
　
　

×
２
５
，
０
０
０
円
＝

�

５
６
，
２
５
０
，
０
０
０
円

【
質
疑
】
所
得
制
限
は
あ
り
ま
す

か
。

【
回
答
】
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
が
対
象
な
の
で
、
児
童
手

当
に
は
所
得
制
限
の
上
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
所
得
制
限
は
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
質
疑
】
給
付
金
を
も
ら
え
る
人

と
も
ら
え
な
い
人
の
比
率
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
今
現
段
階
で
把
握
し
て

い
る
部
分
で
は
、
所
得
制
限
に
よ

り
給
付
金
を
も
ら
え
な
い
人
は
27

名
ほ
ど
な
の
で
、
大
多
数
の
方
々

は
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
に
係
る
保
育
対
策
総

合
支
援
事
業
等
に
つ
い
て

１
．
事
業
の
概
要

　

�　

保
育
所
等
に
お
い
て
、
感
染

症
に
対
す
る
強
い
体
制
を
整

え
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
つ

つ
、
事
業
を
継
続
的
に
提
供
し

て
い
く
た
め
、
職
員
等
の
必
要

な
経
費
を
補
助
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
。

〇
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業

　

⑴
対
象
者
等　
　
　

　
　

�　

保
育
所
、
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
の
職
員
等
（
通

常
保
育
）

　

⑵
対
象
経
費　
　
　

　
　

①�

職
員
の
消
毒
や
清
掃
等
、

感
染
症
対
策
業
務
実
施
に

伴
う
手
当
や
臨
時
雇
用
者

賃
金
等

　
　

②�
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
手

荒
れ
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
、

手
袋
等
の
物
品
購
入
費

　
　

③�

感
染
防
止
用
の
備
品
購
入

費

　

⑶�

補
助
基
準
（
補
助
率
：
国
１

／
２
・
町
１
／
２
）

　
　

１
施
設
当
た
り

　
　

定
員
20
以
上
59
人
以
下

�

４
０
０
，
０
０
０
円
以
内

　
　

１
施
設
当
た
り

　
　

定
員
60
人
以
上

�

５
０
０
，
０
０
０
円
以
内

〇�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金

事
業

　

⑴
対
象
者
等　
　
　

　
　

�　

延
長
保
育
、
一
時
預
か

り
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
、
病
児
保
育
事
業
の
職

員
等

　

⑵
対
象
経
費

　
　

①�

職
員
の
消
毒
や
清
掃
等
、

感
染
症
対
策
業
務
実
施
に

伴
う
手
当
や
臨
時
雇
用
者

賃
金
等

　
　

②�

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
手

荒
れ
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
、

手
袋
等
の
物
品
購
入
費

　
　

③�

感
染
防
止
用
の
備
品
購
入

費

　

⑶�

補
助
基
準
（
補
助
率
：
国
１

／
３
・
県
１
／
３
・
町
１
／

３
）

　
　

延
長
保
育

　
　

定
員
20
以
上
59
人
以
下

�

２
０
０
，
０
０
０
円
以
内

　
　

定
員
60
人
以
上

�

２
５
０
，
０
０
０
円
以
内

　
　

一
時
預
か
り

　
　

１
施
設
当
た
り

�
３
０
０
，
０
０
０
円
以
内

　
　

�

地
域
子
育
て
拠
点
１
施
設
当

た
り

�

３
０
０
，
０
０
０
円
以
内

　
　

病
児
保
育
事
業

　
　

１
施
設
当
た
り

�

３
０
０
，
０
０
０
円
以
内

２
．
事
業
期
間

　
　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

　

・�

敬
老
会
中
止
に
伴
う
飲
食
店

等
利
用
券
の
追
加
交
付
に
つ

い
て

　
　

�　

敬
老
会
は
75
歳
以
上
の

方
々
を
対
象
に
、
例
年
９
月

上
旬
に
北
総
合
運
動
公
園

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
、
約
５
０
０
名
の
参
加
者

の
も
と
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
昨

年
、
一
昨
年
と
開
催
を
見
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　

�　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
開

催
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
を
踏

ま
え
、
中
止
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
　

�　

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
代

替
事
業
と
し
て
、
昨
年
度
と

同
様
に
高
齢
者
飲
食
店
等
利
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用
券
に
追
加
で
１
，
０
０
０

円
分
の
利
用
券
を
交
付
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

〇
利
用
券
事
業
費
見
込

　

３
，
０
０
０
人 

× 

　
　
　

１
，
０
０
０
円 

＝ 
�

３
，
０
０
０
，
０
０
０
円

町
民
課		

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

福
祉
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

保
健
衛
生
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

学
務
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

社
会
教
育
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

そ
の
他

【
質
疑
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
や

抗
原
キ
ッ
ト
の
配
布
事
業
は
行
っ

て
い
る
か
。
ま
た
施
設
が
必
要
で

あ
れ
ば
、
配
布
可
能
な
の
か
。

【
回
答
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
は

保
育
所
、
介
護
施
設
、
学
校
等
の

利
用
者
、
従
事
者
等
に
は
要
望
が

あ
れ
ば
配
布
す
る
と
い
う
事
業
は

行
っ
て
お
り
ま
す
。
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
の
配
布
事
業
は
県
で
は

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
町
で
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
質
疑
】
保
育
園
の
休
園
等
に
つ

い
て
、
各
保
育
園
の
対
応
に
共
通

の
基
準
は
あ
る
か
。

【
回
答
】
様
々
な
ケ
ー
ス
で
状
況

も
い
ろ
い
ろ
違
う
の
で
、
一
律
に

こ
う
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
町
で
各

保
育
所
の
状
況
を
全
て
把
握
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
普
段

か
ら
園
児
や
保
護
者
と
接
し
て
い

る
園
長
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、

休
園
期
間
等
の
対
応
方
法
を
決
め

て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

特
別
委
員
会
報
告

○
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

　

対
策
等
特
別
委
員
会

⑴
令
和
３
年
６
月
23
日
開
催
）

⑵�

令
和
３
年
７
月
12
日
（
委
員
派

遣
）

⑶
令
和
４
年
３
月
10
日
開
催

⑷
令
和
４
年
４
月
20
日
～
22
日

�

（
委
員
派
遣
）

�

委
員
長　

沼　

山　

英　

隆

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴
令
和
３
年
６
月
23
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
、
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
視
察
研
修
に
つ
い

て
、
を
議
題
と
し
開
催
し
ま
し

た
。

　

町
側
か
ら
視
察
先
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
令
和
３
年
７
月
12

日
に
六
ヶ
所
村
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ー
ク
（
国
際
核
融
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
視
察

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

⑵
令
和
３
年
７
月
12
日

　

六
ヶ
所
村
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
（
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
）に
つ
い
て
、

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

○
視
察
研
修
目
的

　

�　

原
子
力
発
電
と
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
さ
れ
る
、
核
融
合
に

よ
る
発
電
を
比
較
調
査
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

○
視
察
研
修
内
容

　
　

�

六
ヶ
所
核
融
合
研
究
所
の
概

要
説
明

　
　

�

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
視

察

　
　

�

Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ａ
ｃ
遠
隔
制
御
室
視

察

　
　

原
型
炉
Ｒ
＆
Ｄ
棟
視
察

　
　

�

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
学
試
験
棟

視
察

⑶
令
和
４
年
３
月
10
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
、
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
視
察
研
修
に
つ
い

て
、
を
議
題
と
し
開
催
し
ま
し

た
。

　

町
側
か
ら
視
察
先
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
令
和
４
年
４
月
20

日
か
ら
４
月
22
日
ま
で
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
（
福
島
県
）と
、

国
立
研
究
開
発
法
人　

量
子
科
学

技
術
研
究
開
発
機
構
（
千
葉
県
）

を
視
察
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

○�

町
を
代
表
す
る
町
長
、
議
長

の
二
人
に
同
行
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
す
る
。

　

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

ま
ん
延
防
止
、
緊
急
事
態
宣

言
、
ま
た
は
視
察
先
等
で
受

け
入
れ
で
き
な
い
場
合
は
、

中
止
ま
た
は
変
更
す
る
。

⑷
令
和
４
年
４
月
20
日
～
22
日

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
福

島
県
）
と
、
国
立
研
究
開
発
法
人

　

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

（
千
葉
県
）
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

○
視
察
研
修
目
的

　

�　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

現
状
と
課
題
及
び
被
ば
く
医
療

施
設
の
状
況
、
並
び
に
重
粒
子

線
治
療
に
つ
い
て
学
び
、
町
民

の
安
心
安
全
確
保
の
取
り
組
み

に
生
か
す
た
め
。
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○
視
察
研
修
内
容

　
�　

【
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
】

発
電
所
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
  �  

【
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発

機
構
】
被
ば
く
医
療
と
重
粒
子

線
治
療
に
つ
い
て

〇
基
地
対
策
特
別
委
員
会

⑴�

令
和
３
年
７
月
５
日

�

（
委
員
派
遣
）

⑵
令
和
３
年
７
月
12
日
開
催

⑶
令
和
３
年
10
月
12
日
開
催

⑷
令
和
３
年
12
月
８
日
開
催

⑸�

令
和
３
年
12
月
21
日
～
23
日

�

（
委
員
派
遣
）

⑹
令
和
４
年
５
月
10
日
開
催

⑺�

令
和
４
年
６
月
30
日
～
７
月
１

日
（
委
員
派
遣
）

�

委
員
長　

岡　

山　

粕　

男

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴
令
和
３
年
７
月
５
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
本
庁

舎
町
長
室
に
お
い
て
、
東
北
防
衛

局
長
に
対
し
、
在
日
米
軍
所
属
と

思
わ
れ
る
航
空
機
に
よ
る
低
空
飛

行
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
に
不
安

を
与
え
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
町

民
感
情
に
十
分
配
慮
の
上
、
下
記

３
点
に
留
意
す
る
よ
う
要
請
し

た
。

　

○�

す
み
や
か
に
在
日
米
軍
に
事

実
関
係
を
確
認
し
、
当
町
及

び
関
係
団
体
に
説
明
す
る
こ

と
。

　

○�

在
日
米
軍
に
よ
る
低
空
飛
行

訓
練
の
事
実
が
確
認
さ
れ
た

場
合
に
は
、
日
米
合
同
委
員

会
合
意
事
項
を
遵
守
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
に
不
安

を
与
え
る
よ
う
な
飛
行
は
行

わ
な
い
よ
う
米
軍
当
局
に
申

し
入
れ
す
る
こ
と
。

　

○�

地
域
住
民
に
影
響
を
及
ぼ
す

よ
う
な
演
習
・
訓
練
等
に
際

し
て
は
、
速
や
か
に
具
体
的

な
演
習
・
訓
練
内
容
等
に
つ

い
て
関
係
機
関
に
事
前
通
報

す
る
こ
と
。

⑵
令
和
３
年
７
月
12
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
・
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
在
日
米
軍
所
属
と
思

わ
れ
る
航
空
機
に
よ
る
低
空
飛
行

に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
下
記
内
容
に
つ
い
て

担
当
課
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

○
経
緯
に
つ
い
て

　

○�

令
和
３
年
７
月
３
日
付
け
の

要
請
書
に
つ
い
て

　

○
米
軍
か
ら
の
回
答
要
旨

　

○�

令
和
３
年
７
月
12
日
付
け
の

要
請
書
に
つ
い
て

　

○
報
道
資
料
に
つ
い
て

　

○
要
請
書
（
案
）
に
つ
い
て

⑶
令
和
３
年
10
月
12
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
・
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
令
和
３
年
度
要
望
活

動
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

要
望
活
動
の
日
程
に
つ
い
て
は

12
月
を
予
定
し
小
川
原
湖
特
別
委

員
会
と
も
協
議
を
し
調
整
す
る
こ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

⑷
令
和
３
年
12
月
８
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
・
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
米
軍
三
沢
基
地
所
属

の
Ｆ

－

16
戦
闘
機
に
よ
る
燃
料
タ

ン
ク
の
投
棄
及
び
飛
行
再
開
に
関

す
る
要
請
に
つ
い
て
を
議
題
と
し

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
下
記
内
容

に
つ
い
て
担
当
課
長
よ
り
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

○
経
緯
に
つ
い
て

　

○
報
道
資
料
に
つ
い
て

　

○
要
請
書
（
案
）
に
つ
い
て

⑸
令
和
３
年
12
月
21
日
～
23
日

　

三
沢
飛
行
場
及
び
航
空
自
衛
隊

第
四
補
給
処
東
北
支
処
等
の
運
用

に
よ
る
障
害
緩
和
と
生
活
環
境
整

備
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
、

町
側
と
合
同
で
東
北
防
衛
局
・
防

衛
省
及
び
青
森
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
て
要
請
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

【
要
望
項
目
】

　

ア　

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て

　

イ�　

調
整
交
付
金
の
増
額
と
再

編
関
連
訓
練
移
転
等
交
付
金

の
交
付
に
つ
い
て

　

ウ�　

岩
渡
沢
川
河
川
改
修
事
業

の
予
算
確
保
に
つ
い
て

　

エ�　

米
軍
に
よ
る
小
川
原
湖
上

空
で
の
訓
練
に
係
る
情
報
提

供
に
つ
い
て

⑹
令
和
４
年
５
月
10
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
・
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
令
和
４
年
度
要
望
活

動
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

町
側
か
ら
要
望
活
動
の
日
程
に

つ
い
て
は
６
月
30
日
か
ら
７
月
１

日
を
予
定
し
、
要
望
先
は
東
北
防

衛
局
・
防
衛
省
及
び
青
森
県
選
出

国
会
議
員
で
調
整
す
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

⑺�

令
和
４
年
６
月
30
日
～
７
月
１

日

　

三
沢
飛
行
場
及
び
航
空
自
衛
隊

第
四
補
給
処
東
北
支
処
等
の
運
用

に
よ
る
障
害
緩
和
と
生
活
環
境
整

備
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
、

町
側
と
合
同
で
東
北
防
衛
局
・
防

衛
省
及
び
青
森
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
て
要
請
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

【
要
望
項
目
】

　

ア　

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て

　

イ�　

調
整
交
付
金
の
増
額
と
再
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編
関
連
訓
練
移
転
等
交
付
金

の
交
付
に
つ
い
て

　

ウ�　

米
軍
に
よ
る
小
川
原
湖
上

空
で
の
訓
練
に
係
る
情
報
提

供
に
つ
い
て

　

エ�　

米
軍
施
設
に
お
け
る
事
故

等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
小
川
原
湖
環
境
保
全

　

対
策
特
別
委
員
会

⑴
令
和
３
年
10
月
14
日
開
催

⑵
令
和
３
年
12
月
20
日
～
23
日 

�

（
委
員
派
遣
）

⑶
令
和
４
年
２
月
３
日
開
催

⑷
令
和
４
年
３
月
22
日
開
催

⑸
令
和
４
年
５
月
10
日
開
催

⑹
令
和
４
年
７
月
５
日
～
７
日

�
 

（
委
員
派
遣
）

�

委
員
長　

蛯　

沢　

正　

紀

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴
令
和
３
年
10
月
14
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
、
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
小
川
原
湖
の
漁
獲

量
・
漁
獲
高
に
つ
い
て
、
合
併
処

理
浄
化
槽
（
小
川
原
湖
周
辺
集

落
）
設
置
状
況
に
つ
い
て
、
高
瀬

川
水
系
で
の
国
・
県
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
要
望
活

動
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
方
法
は
、
町
側
か
ら
説

明
を
求
め
、
そ
の
後
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。　

　

以
下
、
調
査
の
概
要
と
質
疑
等

の
あ
り
ま
し
た
主
な
も
の
に
つ
い

て
、
報
告
し
ま
す
。

・�

小
川
原
湖
の
漁
獲
量
・
漁
獲
高

に
つ
い
て

　

１
．
過
去
10
年
間
の
漁
獲
量

　

２
．
過
去
10
年
間
の
漁
獲
高

　

３
．
そ
の
他　

　
　

①�

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
事
業

　
　

②
し
じ
み
貝
種
苗
生
産
事
業

　
　

③
う
な
ぎ
稚
魚
放
流
事
業

・�

合
併
処
理
浄
化
槽
（
小
川
原
湖

周
辺
集
落
）
設
置
状
況
に
つ
い

て
【
質
疑
】今
後
Ｐ
Ｒ
等
も
含
め
て
、

も
う
少
し
上
げ
て
い
く
可
能
性
は

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
と

し
て
再
度
Ｐ
Ｒ
等
取
り
組
む
と
い

う
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

【
回
答
】ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
は
、

常
時
掲
載
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
に
直
接
見
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
毎
戸
回
覧
等
は

一
番
効
果
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

・�

高
瀬
川
水
系
で
の
国
・
県
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

１�

．
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
施
工
に

つ
い
て

　

２�

．
覆
砂
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て

　

３�

．
七
戸
川
大
規
模
特
定
河
川

改
修
事
業
に
つ
い
て

・�

令
和
３
年
度
要
望
活
動
に
つ
い

て

　

12
月
20
日
は
高
瀬
川
河
川
事
務

所
、
21
日
～
23
日
は
東
北
整
備

局
・
国
土
交
通
省
・
国
会
議
員
会

館
に
要
望
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

⑵
令
和
３
年
12
月
20
日
～
23
日

　

高
瀬
川
（
小
川
原
湖
）
の
保
全

と
整
備
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い

て
、
町
側
と
合
同
で
高
瀬
川
河
川

事
務
所
・
東
北
整
備
局
・
国
土
交

通
省
・
国
会
議
員
会
館
へ
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

【
要
望
項
目
】

　

ア�　

高
瀬
川
直
轄
河
川
改
修
事

業
の
促
進
に
つ
い
て
（
高
瀬

川
放
水
路
拡
幅
整
備
工
事
の

早
期
着
工
）

　

イ�　

「
流
域
治
水
」
の
促
進
に

向
け
た
支
援
の
拡
充
に
つ
い

て

　

ウ�　

高
瀬
川
総
合
水
系
環
境
整

備
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

（
水
質
改
善
対
策
の
推
進
）

⑶
令
和
４
年
２
月
３
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
、
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
令
和
３
年
度
要
望
活

動
の
報
告
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
青
森
県
へ
の
要
望
活
動
に
つ

い
て
を
議
題
と
し
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

調
査
の
方
法
は
、
町
側
か
ら
説

明
を
求
め
、
そ
の
後
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。　

　

以
下
、
調
査
の
概
要
と
質
疑
等

の
あ
り
ま
し
た
主
な
も
の
に
つ
い

て
、
報
告
し
ま
す
。

　

○�

令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で
、

県
庁
内
の
感
染
症
対
策
と
し

て
要
望
活
動
等
対
面
で
行
う

場
合
、
来
庁
者
は
２
名
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
感
染
状

況
を
見
な
が
ら
３
月
に
要
望

書
提
出
予
定
と
す
る
。

⑷
令
和
４
年
３
月
22
日

　

小
川
原
湖
流
入
河
川
の
環
境
整

備
と
保
全
に
関
す
る
要
望
書
に
つ

い
て
、
町
側
と
合
同
で
青
森
県

県
土
整
備
部
へ
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

【
要
望
項
目
】

　

ア�　

七
戸
川
改
修
事
業
の
推
進

に
つ
い
て

　

イ�　

七
戸
川
堤
防
決
壊
箇
所
の

本
復
旧
に
つ
い
て

　

ウ�　

七
戸
川
・
赤
川
・
土
場

川
・
砂
土
路
川
の
維
持
管
理

の
徹
底
に
つ
い
て

⑸
令
和
４
年
５
月
10
日

　

本
特
別
委
員
会
は
、
役
場
議
員

控
室
に
お
い
て
、
町
側
か
ら
町

長
、
副
町
長
及
び
担
当
課
長
の
出

席
を
求
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

（
小
川
原
湖
周
辺
集
落
）
設
置
状

況
に
つ
い
て
、
高
瀬
川
水
系
で
の

国
・
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
要
望
活
動
に
つ
い
て

を
議
題
と
し
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
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調
査
の
方
法
は
、
町
側
か
ら
説

明
を
求
め
、
そ
の
後
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。　

　

以
下
、
調
査
の
概
要
と
質
疑
等

の
あ
り
ま
し
た
主
な
も
の
に
つ
い

て
、
報
告
し
ま
す
。

・�

合
併
処
理
浄
化
槽
（
小
川
原
湖

周
辺
集
落
）
設
置
状
況
に
つ
い

て
【
質
疑
】
町
全
体
の
普
及
、
若
干

微
増
し
て
い
る
状
況
に
比
べ
る

と
、
周
辺
集
落
の
普
及
が
何
か
進

ん
で
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
ど
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

【
回
答
】
合
併
浄
化
槽
区
域
、
要

す
る
に
下
水
道
が
普
及
し
て
い
な

い
地
域
が
小
川
原
湖
周
辺
地
域
を

含
め
て
昨
年
度
全
体
で
28
基
の
合

併
浄
化
槽
設
置
で
す
の
で
、
そ
の

う
ち
の
３
基
と
い
っ
た
場
合
、
人

口
比
で
比
較
す
る
と
ほ
ぼ
町
の
平

均
値
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で

増
え
て
い
る
の
か
な
と
い
う
形
で

す
。

・�

高
瀬
川
水
系
で
の
国
・
県
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

１�

．
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
施
工
に

つ
い
て

　

２�

．
覆
砂
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て

　

３�

．
河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い

て

　

４�

．
七
戸
川
大
規
模
特
定
河
川

改
修
事
業
に
つ
い
て

　

５�

．
高
瀬
川
（
七
戸
川
）
総
合

流
域
防
災
（
加
速
化
対
策
）

事
業
に
つ
い
て

・�

令
和
４
年
度
要
望
活
動
に
つ
い

て

　

７
月
５
日
は
高
瀬
川
河
川
事
務

所
、
６
日
～
７
日
は
東
北
整
備

局
・
国
土
交
通
省
・
国
会
議
員
会

館
に
要
望
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

⑹
令
和
４
年
７
月
５
日
～
７
日

　

高
瀬
川
（
小
川
原
湖
）
の
保
全

と
整
備
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い

て
、
町
側
と
合
同
で
高
瀬
川
河
川

事
務
所
・
東
北
整
備
局
・
国
土
交

通
省
・
国
会
議
員
会
館
へ
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

【
要
望
項
目
】

　

ア�　

高
瀬
川
直
轄
河
川
改
修
事

業
の
促
進
に
つ
い
て
（
高
瀬

川
放
水
路
拡
幅
整
備
工
事
の

早
期
着
工
）

　

イ�　

「
流
域
治
水
」
の
促
進
に

向
け
た
支
援
の
拡
充
に
つ
い

て

　

ウ�　

高
瀬
川
総
合
水
系
環
境
整

備
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

（
水
質
改
善
対
策
の
推
進
）

　

エ�　

適
切
な
河
川
管
理
の
継
続

と
災
害
対
応
の
強
化
（
生

命
・
財
産
・
生
業
の
安
全
安

心
の
確
保
）

〇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

⑴
令
和
４
年
５
月
18
日
開
催

�

委
員
長　

蛯　

沢　

正　

紀

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴
令
和
４
年
５
月
18
日

　

本
特
別
員
会
は
、
役
場
議
員
控

室
に
お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
視
察
研
修
内
容
つ
い
て
を
議
題

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
調
査
概
要
の
主
な
も
の

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

○�

６
月
17
日
の
福
岡
市
須
恵
町

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
に
つ

い
て
、
須
恵
町
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
機
使
用
規
程
・
貸
与
規

程
・
持
込
規
程
を
参
考
に
、

質
問
事
項
等
を
協
議
し
た
。

　

研
修
内
容
（
案
）

　
　

①�　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
費
用

の
内
訳
と
、
導
入
後
の
経

費
削
減
効
果
に
つ
い
て

　
　

②�　

使
用
規
程
第
４
条
の
使

用
者
禁
止
事
項
に
つ
い
て

　
　
　

�　

有
料
サ
イ
ト
閲
覧
や
有

料
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
等
の
防
止
対

策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。（
検
索
範
囲
を
制

限
・
防
止
ア
プ
リ
を
入
れ

る
な
ど
。）

　
　

③�　

使
用
規
程
第
７
条
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
検
討
会
議

の
委
員
構
成

　
　

④�　

タ
ブ
レ
ッ
ト
収
納
デ
ー

タ
の
種
類
・
年
数
・
検
索

方
法

　
　

⑤�　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
前
と

導
入
後
の
議
会
運
用
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
。

　
　

⑥�　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
流

れ
に
つ
い
て

　
　
　

�　

準
備
期
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
導
入
後
本
起
動
す
る

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

☆

お

知

ら

せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送

11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
12
月
定
例
会

放
送
予
定

�

（
12
月
上
旬
）

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ

モ
コ
ン
の
「
番
組
表
」
ボ

タ
ン
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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今
月
は「
議
会
だ
よ
り
第
70
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
、
９
月
定
例
会
を
主
に

編
集
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

議　
　

長　

岡　

山　

粕　

男

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

和　

田　

勇　

人

　

副
委
員
長　

大　

崎　

昭　

子

　

委　
　

員　

沼　

山　

浩　

幸

　

委　
　

員　

坂　

本　

直　

大

　

委　
　

員　

田　

嶋　
　
　

悟 

　

委　
　

員　

斗　

賀　

高
太
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
０

月　日 用　　　　　　務

７月５日 小川原湖環境保全対策特別委員会要望活動
（高瀬川河川事務所）

７月６日
～

７月７日

小川原湖環境保全対策特別委員会　要望活動
（東北地方整備局、国土交通省）

表敬訪問（国会議員会館）

７月12日
原子燃料サイクル対策等特別委員会
茨城県那珂市議会（原子力安全対策常任委員
会）懇談会

７月13日 県下町村議会議員研修会

７月20日 議会広報特別委員会

７月22日 上北郡町村議会議長会
第２回定例会

８月５日 第１回　全員協議会

８月17日 総務企画常任委員会

月　日 用　　　　　　務

８月18日 産業建設常任委員会

８月19日 教育民生常任委員会

８月22日 回転翼航空機の体験搭乗

８月25日

議会運営委員会

原子力施設環境放射線等監視評価会議監視委員
会

９月１日 定例会（開会）

９月６日 定例会（一般質問）

９月７日 定例会（決算審査特別委員会）

９月８日 定例会（議案審議）

議 会 の 動 き（７～９月）
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